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Ⅰ．法人の概要 

1．建学の精神・教育の理念 

   学校法人光星学院の建学の精神は、 

  「神を敬し、人を愛する」 

  と創設者ヨゼフ中村由太郎によって示された。 

   その意図するところは、自分そして他人を尊ぶということである。人間の幸せは、物質的充足の

中にはなく、不足の中で充足を求めて、意欲的に行動するその生き方の中にあるとの考えに基づい

ている。創立者がキリスト教徒であったということもあり、学生・生徒等に対して、「神がいて、

その神はあらゆる人に宿り、われわれを見ている、故に神を宿した人を愛し、そして、自分自身も

豊かな人として成長していこう」と呼びかけたものである。 

   つまり、「カトリック精神に則る道徳教育を施し、高潔なる人格の完成を期し、現代社会が要請す

る有為の人材を育成すること」を建学の精神としているのである。 

   聖書の一節に「心の貧しき者は幸なるかな」とあります。 

   「Blessed are they who know their spiritual poverty, for theirs is the kingdom of heaven.」 

 

   学校法人光星学院の教育の理念は、この建学の精神に基づくとともに、創立者が打ち出した「立

体的総合学園」構想の考え方を踏まえて、以下のように現すことができる。 

   「教育基本法及び学校教育法に基づき、カトリック精神にのっとり、広く豊かな教養をもち、正

しい道徳観と高い知性を有する青年の育生に努め、21 世紀の要求している人間の育生、特に地方

の時代の到来にこたえ、地方文化や地域経済に密着した教育をする」 

  と内容で、開学以来、今日に至るまで受け継がれており、全教職員共通の認識として浸透している

ものとなっている。 
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2．組織機構 

  学校法人光星学院の組織機構は次表のとおりである。 

 

 

学校法人光星学院組織機構図

 全日制課程

評

議

員

会
 地域連携研究センター

 人間健康学科

 幼児保育学科

監

事

会

理

事

会

 総務人事課

 総合学科

常

任

理

事

会

 図 書 館

 保育福祉科

 自動車科

 全日制課程

 八戸学院光星高等学校

 看護学科

 看護学科

 ビジネス学科

 ライフデザイン学科

 ビジネス学部

 健康医療学部

 八戸学院大学

大

学

等

教

育

部

門

 工業技術科

 普 通 科

 大学評価支援室

 八戸学院光星高等学校事務室

 財務管財課

 短期大学事務室

 ビジネス科

 専 攻 科

 介護福祉科

事

務

部

門

 事　務　局

 学 務 課

 教務学生課

 情報メディア課

 八戸学院短期大学附属幼稚園

 八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ

 八戸学院野辺地西高等学校

 八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ

高

等

学

校

教

育

部

門

 八戸学院短期大学

幼

児

教

育

部

門

 八戸学院大学・八戸学院短期大学付置機関

 監 査 室

 専攻科事務室

 八戸学院野辺地西高等学校事務室

 高等学校事務部

 総　務　部

 秘 書 室

 業 務 班

 キャリア支援課 学　務　部
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3．設置する学校・学生数等の状況 
 

平成28年 5月1日現在 

学 校 名 

学部・学科名 

入学 

定員 

収容 

定員 

学生数の状況 

1年次 2年次 3年次 
4年次 計 

（3歳児） （4歳児） （5歳児） 

八戸学院大学 240 720 215 134 134 140 623 

 ビジネス学部ビジネス学科 80 320 58 65 73 50 246 

 健康医療学部人間健康学科 80 320 88 69 61 90 308 

 健康医療学部看護学科 80 80 69 - - - 69 

八戸学院短期大学 140 440 122 201 77  400 

 幼児保育学科 100 200 106 97   203 

 ライフデザイン学科 40 80 16 25   41 

 看護学科 - 160 - 79 77  156 

八戸学院光星高等学校 390 1,170 314 355 371  1,040 

 普通科 160 480 167 158 167  492 

 ビジネス科 30 90 25 27 36  88 

 工業技術科 80 240 34 53 54  141 

 保育福祉科 120 360 88 117 114  319 

八戸学院光星高等学校専攻科 100 200 29 48   77 

 自動車科 60 120 16 25   41 

 介護福祉科 40 80 13 23   36 

八戸学院野辺地西高等学校        

 総合学科 150 450 84 93 89  266 

八戸学院短期大学附属幼稚園 - 200 36 58 55  149 

八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ - 90 26 15 26  67 

八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ - 90 16 14 17  47 

計 1,020 3,360 842 918 769 140 2,669 

 

 
＊図「学校法人光星学院 学生数の推移」は上記表を基に作成 
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4．法人の沿革 
 

学校法人光星学院は、昭和 34（1959）年 3月、光星学院高等学校設立を目的として中村由太郎

によって創立された。 

この光星学院高等学校の設立は、これを遡ること 3年前の昭和 31（1956）年 4月に、特に男子

生徒の進学気運高まる中で、その就学の道を開くべき急を訴え、私財を投じ、市の支援も得て、そ

の経営母体を学校法人白菊学園に委ねつつ産声をあげたものである。 

光星学院は、学校法人としてその始まりから 58年間の歩みを経て現在に至っている。 

昭和 31年、光星学院高等学校設立にあたり、創立者中村由太郎は、 

「進学の希望が満たされない多くの少年達を放置している事態は、地方教育界の未曾有の大事で

ある。純真溌剌たる多くの若人達の栄えある前途にこそ偉材が潜みいることを思い、進学の道を平

にして彼等に光明を与え、秘めたる天分を見い出し、その天分を遺憾なく発揮させ真に人類社会の

進歩発展に寄与せしめんとするものである。」 

と、切々と熱情をこめて趣意を認めている。このことについて、光星学院高等学校初代校長アチー

ル・クルノイエ氏は、創立 35周年記念誌に聖書マタイ伝 3章 31～32節を引用し、往時を回想し

ている。 

聖書マタイ伝 3章 31～32節：「天の国は、からし種に似ている。人がこれを取って畑に蒔け

ば、どんな種より小さいのに、成長するとどの野菜より大きく空の鳥が来て枝に巣を作るほどの木

になる‥‥」 

この趣意の根底には、自らの苦学の体験、キリスト者としての愛の精神、奉仕の精神に根ざし、

進学を志す若人には、広く教育の機会を与え、もって人格の陶冶を図り、広く地域社会の発展に寄

与する有用な人材育成への限りない理想と情熱が常に内包されていた。その信念によって苦難を乗

り越え、その第一歩を踏み出したものである。 

 

光星学院設立以前には、運送事業経営のかたわら昭和18（1943）年に「八戸和洋裁縫女塾」を

開設。後に「八戸家政女学校」に改称し、昭和 23（1948）年には新学制に基づく高等学校として

名称を「白菊高等学校」と改め、その経営に携わった。（この白菊高等学校は、昭和 25（1950）

年カナダ国ケベック州ウルスラ修道院にその経営を移管する。） 

光星学院設立後は、その充実整備に心血を注ぎながらさらに実務教育に関する要請に応えるため

に、昭和 36（1961）年に商業科を増設する。そして、昭和 39（1964）年には女子生徒受入れに

踏み切り、男子校から男女共学の教育環境体制へと移行する。また、就学前教育としての幼稚園設

立機運の高まりとその要請を受けて、光星学院高等学校附属幼稚園を設立する（昭和 42（1967）

年しののめ幼稚園、翌年の昭和 43（1968）年多賀台幼稚園をそれぞれ設立）。 

 

戦後四半世紀を経て、時代の進展、高度経済成長、技術の革新、社会構造の変革、地域文化の進

展、さらには地域社会の新たな開発等々を背景に高等学校卒業後の進路にも変化の兆しが見え、高

等教育機関（大学、短大、専門学校、外国の大学）への進学率が着実に増加を辿るなか、光星学院

高等学校も著しい進展を見せていた。そのような状況のなか、父母や地域各層からの要請もあって

「光星学院八戸短期大学」の設立に踏み切り、昭和 46（1971）年に設立認可を得ることとなった。 

これを期に創立者中村由太郎は、新たな時代背景と地域の各層からの子女教育に対する期待に応

えるために、昭和 46 年の短期大学発足直後に、学校法人光星学院の理想とする「立体的総合学園

構想」を打ち出す。その構想の骨子は、以下に示すものである。 

・教育の基本組織構成 

幼稚園（保育園）―小学校―中学校―高等学校―短期大学―4年制大学―大学院 

・前記の正規の学校を土台に、社会人を対象とする成人教育を含む生涯学習の場の設置・提供を

行う。 

・この立体的総合学園構想は、一つの指導原理によって貫き、真に時代が要請する有用な人材育

成を図る。 

・この全体構想完成までには、前途遼遠を思わせるものがあるが、急がずあせらず、この夢（理

想）の実現に向けて着実な歩みを期する。 
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この構想の特徴は、正規の学校以外に生涯学習（教育）を取り挙げたことである。当時わが国の

教育行政・制度上で未だ定着していない中での今日の生涯学習（教育）社会到来の予見であったと

も言うことができよう。この背景には、地域の活性化、地域文化の進展への期待と強い願望が込め

られていたのである。 

 

以来、この理想実現に向けて、「幼稚園」（白銀幼稚園、聖アンナ幼稚園、びわの幼稚園、第二し

ののめ幼稚園）の増設、野辺地地区に「工業高等学校」及び「工学専門学校」の新設、光星学院高

等学校で 4学科（自動車科、機電科、建築科、保育科）の増設といった整備を経て、昭和 56（1981）

年、待望の「八戸大学」（商学部）を設立させるに至った。 

しかし、平成 4（1992）年をピークに、就学人口の減少がはじまりその影響避けがたく、本法人

設置の各学校ともにその組織、内容、構成、規模（定員等を含む）の見直し是正が必須となった。

平成 13（2001）年に、このことを改めて確認し、「①八戸大学・八戸短期大学の学部、学科の改組」

「②野辺地工学専門学校存続の是非」「③光星学院高等学校・光星学院野辺地西高等学校の課程の見

直し」「④6幼稚園の統廃合」等の改善検討に着手する。これらの検討課題の議論により順次結論を

得つつ、現体制へと移行した（本文 2．「組織機構図」及び 3．「設置する学校・学生数等の状況」

を参照）。 

 

学校法人光星学院は、この体制をもって理想に向かって着実に歩みを進め、常に〝学生・生徒・

園児の教育とは・・・を問いつつ〟〝地域に根差した教育機関であること〟に思いをはせ、教育研

究活動の更なる充実に努めていくものである。 

 加えて、将来に向けては、当初掲げた「立体的総合学園構想」を座右に置きつつ、「生涯学習シス

テム構想」や「大学院設置」等の構想についても、地域の要望にも耳を傾けながら、弛まず研究・

検討を重ねていくものである。 

 平成 13（2001）年に就任した第三代理事長 中村 覺は、経営基盤の見直しとしての財政改革に

着手して今日に至り、その着実な成果をみたことから、平成 24（2012）年度末で理事長職を退任

し、平成 25（2013）年 4月 1日付で「学院主」に就任した。後任の第四代理事長には、同日付で

副理事長であった法官新一が就任し、新たな体制となって前進していくこととなった。 

 平成 25（2013）年 4月 1日付で、本法人が設置する全ての学校名を「八戸学院」として統一を

図るとともに、新たなシンボルマークを制定して、新生「八戸学院」が始動した。校名統一を期に

八戸市公会堂にて、附属幼稚園 3園による「星の子音楽会」、高校 2校、短大、大学の生徒・学生

のステージ発表による八戸学院フェスタ「絆」を開催した。 

   平成 26（2014）年 12月には、八戸学院「室内練習場」が竣工した。この施設は、八戸学院大

学、八戸学院光星高等学校硬式野球部の冬季の練習場の確保できるとともに、幼稚園の運動会等に

使用可能な多目的室内競技施設として活用できる設備である。 

   平成 27（2015）年 3月 31日、「八戸学院短期大学看護学科」は、看護職種の技能向上・資格取

得等の要請に応えるため 4年制大学への移行を文部科学省へ申請し、同年 8月 31日付で認可とな

った。平成 28（2016）年 4月 1日より、学部名称の変更も行われて、新制「八戸学院大学健康医

療学部看護学科」として始動することになった。なお、「八戸学院短期大学看護学科」は募集を停止

するとともに、在学する学生の卒業までその教育を続けていくことにしている。このことにより、

八戸学院大学は 2学部 3学科、八戸学院短期大学は 3学科体制となった。 

 

  （沿革の詳細：次頁の表を参照） 
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表 法人の沿革 

昭和 31年 4月 18日 学校法人白菊学園による光星学院高等学校設置 

昭和 34年 3月 23日 学校法人光星学院設立認可 

昭和 34年 3月 31日 学校法人白菊学園による光星学院高等学校廃校 

昭和 34年 4月 1日 学校法人光星学院による光星学院高等学校設置 

昭和 42年 6月 1日 光星学院高等学校付属しののめ幼稚園設置 

昭和 43年 7月 1日 多賀台幼稚園設置 

昭和 46年 4月 1日 八戸短期大学（幼児教育学科）設置 

昭和 48年 4月 1日 光星学院八戸短期大学に校名変更（旧校名：八戸短期大学） 

昭和 48年 4月 1日 光星学院野辺地工業高等学校設置 

昭和 48年 4月 1日 光星学院八戸短期大学附属白銀幼稚園設置 

昭和 49年 4月 1日 光星学院高等学校専攻科自動車科設置 

昭和 51年 4月 1日 光星学院八戸短期大学附属聖アンナ幼稚園設置 

昭和 53年 4月 1日 光星学院八戸短期大学附属びわの幼稚園設置 

昭和 54年 4月 1日 光星学院野辺地自動車工学専門学校設置 

昭和 54年 4月 1日 光星学院八戸短期大学附属第二しののめ幼稚園設置 

昭和 56年 4月 1日 八戸大学（商学部商学科）設置 

昭和 59年 4月 1日 光星学院野辺地工学専門学校情報会計学科開設・校名変更（旧校名：光星学院野辺地自動車工学専門学校） 

昭和 62年 4月 1日 光星学院八戸短期大学経営情報学科開設 

平成 4年 4月 1日 光星学院高等学校専攻科介護福祉科開設 

平成 9年 4月 1日 光星学院野辺地西高等学校に校名変更（旧校名：光星学院野辺地工業高等学校） 

平成 11年 4月 1日 光星学院野辺地工学専門学校情報会計学科募集停止 

平成 16年 4月 1日 八戸大学学部学科名称変更（商学部商学科→ビジネス学部ビジネス学科） 

平成 16年 4月 1日 
光星学院八戸短期大学学科名称変更、入学定員変更 

（幼児教育学科 80名→幼児保育学科 100名、経営情報学科 100名→現代ビジネス学科 80名） 

平成 17年 3月 31日 光星学院野辺地工学専門学校情報会計学科廃止 

平成 17年 4月 1日 八戸大学人間健康学部人間健康学科設置、入学定員変更（ビジネス学部ビジネス学科 200名→100名） 

平成 17年 4月 1日 八戸短期大学に校名変更（旧校名：光星学院八戸短期大学） 

平成 17年 4月 1日 光星学院高等学校入学定員変更（ビジネス科 80名→40名、工業技術科 240名→120名） 

平成 17年 4月 1日 光星学院野辺地西高等学校入学定員変更（普通科 80名→O名、総合学科 280名→200名） 

平成 17年 4月 1日 

幼稚園の園名変更 

 ・八戸短期大学附属しののめ幼稚園  （旧園名：光星学院高等学校付属しののめ幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属多賀台幼稚園   （旧園名：光星学院八戸短期大学附属多賀台幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属白銀幼稚園    （旧園名：光星学院八戸短期大学附属白銀幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属聖アンナ幼稚園  （旧園名：光星学院八戸短期大学附属聖アンナ幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属びわの幼稚園   （旧園名：光星学院八戸短期大学附属びわの幼稚園） 

 ・八戸短期大学附属第二しののめ幼稚園（旧校名：光星学院八戸短期大学附属第二しののめ幼稚園） 

平成 18年 4月 1日 八戸短期大学現代ビジネス学科学生募集停止 

平成 18年 4月 1日 八戸短期大学ライフデザイン学科設置 

平成 19年 3月 31日 八戸短期大学現代ビジネス学科廃止 

平成 19年 3月 31日 八戸短期大学附属白銀幼稚園廃止 

平成 19年 4月 1日 八戸短期大学附属幼稚園設置（八戸短期大学附属しののめ幼稚園園名変更、収容定員変更 125名→160名） 

平成 19年 10月 2日 八戸短期大学附属多賀台幼稚園廃止 

平成20年10月31日 八戸短期大学看護学科設置認可 

平成 21年 3月 31日 光星学院野辺地工学専門学校廃止認可 

平成 21年 4月 1日 
八戸短期大学看護学科設置、ライフデザイン学科入学定員変更（80名→40名） 

八戸大学入学定員変更（ビジネス学部 100名→80名、人間健康学部 100名→80名） 

平成 22年 3月 18日 八戸短期大学が第三者評価の適格認定を受ける（短期大学基準協会） 

平成 23年 3月 25日 八戸大学が大学機関別認証評価の認定を受ける（日本高等教育評価機構） 

平成 24年 4月 1日 光星学院高等学校入学定員変更（ビジネス科 40名→30名、工業技術科 120名→80名） 

平成 24年 4月 1日 光星学院野辺地西高等学校入学定員変更（総合学科 200名→150名） 

平成 24年 4月 1日 八戸短期大学附属幼稚園収容定員変更（160名→200名） 

平成 25年 4月 1日 法人内全施設の校名を「八戸学院」に統一 

平成 25年 8月 26日 八戸学院短期大学附属幼稚園びわの廃止 

平成 27年 8月 31日 八戸学院大学人間健康学部看護学科設置認可 
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平成28年 4月 1日 八戸学院短期大学看護学科募集停止 

平成28年 4月 1日 八戸学院大学学部名称変更（人間健康学部→健康医療学部） 

平成28年 4月 1日 八戸学院大学健康医療学部看護学科設置 

 

 

 

 

5．役員等の状況 

 

平成28年 6月1日現在 

役員等定数 職 名 氏    名 
寄附行為の選任条項 

（理事・監事選任区分） （評議員選任区分） 

理 事 

 

 定数 8～11 

 現員 9 

理事長 評議員 法 官 新 一 第6条第1項 2号 第 21条1項2号 

理 事 評議員 大 谷 真 樹 第6条第1項 1号 第 21条1項1号 

理 事 評議員 齋 藤 弘 実 第6条第1項 1号 第 21条1項1号 

理 事 評議員 山 西 幸 子 第6条第1項 1号 第 21条1項1号 

理 事 評議員 古 川   聡 第6条第1項 2号 第 21条1項1号 

理 事 評議員 泉 山   裕 第6条第1項 2号 第 21条1項2号 

理 事 評議員 大 澤 一 實 第6条第1項 3号 第 21条1項3号 

理 事 評議員 佐 藤 孝 夫 第6条第1項 3号 第 21条1項3号 

理 事 評議員 榊   佳 弘 第6条第1項 3号 第 21条1項3号 

監 事 

 

 定数 2～3 

 現員 3 

監 事 ― 浦 田   隆 第7条第1項 

 監 事 ― 淡 路 栄 一 第7条第1項 

監 事 ― 蓼 内 真 人 第7条第1項 

評議員 

 

 定数 17～23 

 現員 21 

 

評議員 外 崎 充 子  第 21条1項1号 

評議員 茂 木 典 子 第 21条1項1号 

評議員 遠 藤 守 人 第 21条1項1号 

評議員 橋 場 保 人 第 21条1項1号 

評議員 大 関 武 仁 第 21条1項2号 

評議員 中 野 陸 奥 第 21条1項2号 

評議員 高 坂 郁 子 第 21条1項2号 

評議員 道 合 康 子 第 21条1項2号 

評議員 高 橋 千多栄 第 21条1項3号 

評議員 村 本 百合子 第 21条1項3号 

評議員 前 山 廣 美 第 21条1項3号 

評議員 松 田   一 第 21条1項3号 
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6.  教職員の状況 

 

 

平成 28年 5月 1日現在

学 校 名 学部・学科名 教
授 

准
教
授 

講
師 

助
教 

助
手 

教
諭 

助
教
諭 

養
護
教
諭 

常
勤
講
師 

非
常
勤
講
師 

職
員 

計 

  人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 

八戸学院大学 

ビジネス学部 

  ビジネス学科 
14 5 2 1      11 

36 125 
健康医療学部 

  人間健康学科 
10 3 4 4      25 

健康医療学部  

  看護学科 
3 2 1 0 2     2 

八戸学院短期大学 

幼児保育学科 6 3 6 1      13 

17 98 ライフデザイン学科 7 1 1       14 

看護学科 3 0 4 6 3     13 

八戸学院 

 光星高等学校 

普通科 

   

 

 53  1 5 17 6 
82 

 

ビジネス科 

工業技術科 

保育福祉科 

八戸学院光星高等学校 

 専攻科 

自動車科 

   

 

 5 2   20 1 28 

介護福祉科 

八戸学院 

 野辺地西高等学校 
総合学科    

 
 23  1 1 5 3 33 

八戸学院短期大学 

附属幼稚園 
    

 
 8   5 11 2 26 

八戸学院短期大学 
附属幼稚園聖アンナ 

    
 

 4   2 6 1 13 

八戸学院短期大学 
附属幼稚園第二しののめ 

    
 

 4   2 4  10 

法 人 

地域連携研究センター 
    

 
      7 7 

業務班     
 

      14 14 

合 計 43 14 18 12 5 97 2 2 15 141 87 436 
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Ⅱ．事業の概要 

1．教育改革の推進 

 平成 28年度にスタートした、「第三次中期 5ヶ年計画」の根幹である「新立体的学園構想」に

基づき、各教育施設の将来構想について「新構想戦略会議」において具体策を協議し、以下の通

り実行に移した。 

 平成 29年 4月 1日から大学との連携強化のため「八戸学院短期大学」を「八戸学院大学短期

大学部」に名称変更を行い、併せて「八戸学院短期大学附属幼稚園」の名称も「八戸学院幼稚園」

へと変更した。 

 「八戸学院大学」においては、「ビジネス学部」の見直しに着手し、カリキュラムを変更し「地

域経営学部」として平成 30年 4月 1日の開設を目指し、文部科学省へ一連の設置手続きを開始

した。 

 「八戸学院大学短期大学部ライフデザイン学科」は、定員確保の改善が困難と判断し、平成 30

年度の募集停止を決定した。 

 幼稚園においては、「幼保連携型認定こども園」への移行について検討を行い、設備投資との関

連から「八戸学院幼稚園」を他の 2園に先行して、平成 30年 4月 1日より「認定こども園」へ

移行させることを決定した。 

 なお、「新構想戦略会議」は平成 28年度末をもって終了し、平成 29年度より「経営会議」を

立ち上げ、「第三次中期 5カ年計画」の継続審議事項の検討および追加事項の審議を行うこととし

ている。 

 

 

 

2.  個性ある教育の推進 

 (1) 八戸学院大学 

  1) 重点目標 

① 社会の要請ならびに地域のニーズに合致した教育課程の検討および構築 

  社会の要請に基づき、地域に根ざした大学として平成 28年 4月に看護学科を開設。加えて、

既存の人間健康学部を健康医療学部に名称変更ならびに教育課程を再編し、新たな地域のニー

ズに合致した学部としてスタートした。一方、検討課題としていたビジネス学部は地域社会の

多様な期待や要請に適切に応え、発展的に改組転換し、平成 30年度から地域経営学部として

スタートすることとなった。また、地域での社会貢献に関しては、昨年度と同様に両学部とも

様々な分野での活動を展開し、教員はもとより学生の教育と研究の推進に成果があったと言え

る。 

② 国際的な視点による教養の深化ならびに国際交流事業の促進および強化 

  学生が海外留学しやすい環境を整備するため、EF（イー・エフ・エデュケーション・ファー

スト・ジャパン）社と連携協力協定を締結した。EF 社では、国外に 43 ある語学学校へ通う

ための事務から滞在等に関わる手続きを請け負う。学生の選抜を行い費用の一部を補助する制

度を創設し、今年度は 4名（大学 2名、短大 2名）の学生が参加した。また、例年実施され

ている海外研修においても、費用の一部を補助することとし、国際交流事業の促進ならびに強

化を図っている。 

③ 外部資金獲得による地域との連携強化ならびに教育研究活動の推進 

  今年度の科学研究費獲得者はいなかったが、ゼミナールならびにサークルなどで学生と教員

による地域と連携した活動は多数行われ、そのことによる研究・活動資金の獲得等で一定の成

果は得られた。ほかにも地域連携研究センターを通じた事業受託など、外部からの資金獲得は

例年と同様であった。地域の様々なニーズにより、フィールドワーク活動の機会も多種多様と

なってきていることから、これからも更なる成果を目指して進めていく。 
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2) 各学部の事業報告 

① ビジネス学部ビジネス学科 

   就職率 100％を継続したまま定員を充足し、優秀な人材を最大限輩出することを事業目標

と定め、以下について重点的に取り組んだ。 

 ア 八戸学院光星高等学校をはじめとする市内の高校との高大連携を図る。 

 イ スポーツ活動・文化活動のさらなる振興と学問との両立に努める。 

 ウ キャリア教育や密接なゼミ活動による社会人としての人格形成に努める。 

   3年連続で就職率 100％を達成できた。教職員、学生の積極的な取り組みによる結果である。 

   特に八戸商業高校との高大連携が顕著であった。全商会計実務検定「財務会計論集中講義」

と全国生徒商業研究大会を目指した「課題研究」について当学部の教員が担当し、成果を上

げた。 

   スポーツ活動・文化活動は例年以上に活発になっている。運動部は全国大会に出場するな

ど好成績を収め、学院の知名度も全国的になりつつある。文化部においても地域貢献をはじ

め県内の文化振興の役割を担っている。今後ともスポーツ活動・文化活動のさらなる振興と、

学問との両立に努める。 

   キャリア教育の充実は、就職率の 100％達成を後押ししている。また、就職のみならず、

資格取得のための勉学も充実してきた。全体的には人格の形成を先行させたうえで、キャリ

ア教育の充実を図っている。 

 

② 健康医療学部人間健康学科 

 ア 教育に関することでは、以下について重点的に取り組んだ。 

  ◇ 健康科学コース実習科目（心理学実習、健康科学実習、看護学臨床実習等）の受講者数

の増加に伴い、機器・備品の充実を図る。 

  ◇ スポーツ科学コースでは、施設老朽化に伴う設備の破損や実技科目の一部必修化に伴い

備品が不足することから、設備・備品の充実を図る。 

  ◇ 健康マイスター取得学生の減少傾向に伴い、健康マイスターの目的・意義について学生

に周知・徹底を図る。 

   健康科学コースの「心理学基礎実験」「心理学実習」「健康科学実習」、およびスポーツ科学

コースの新規開講科目を含めた実技科目において、必要とされる機器、備品、消耗品等を調

達整備することで円滑な教育活動を遂行できた。老朽化が著しかったバスケットゴールにつ

いては予算を確保して１コート分のゴールを更新した。 

   健康マイスターに関しては、ゼミナールやオリエンテーションなどで周知をはかった結果、

本年度の取得者数は 6名（昨年比 1名増）となった。 

 イ 資格取得に関することでは、以下について重点的に取り組んだ。 

  ◇ スポーツ科学コースにおいては、JATI 認定トレーニング指導者の受験者数および合格

者数の増加を目指すとともに、保健体育教員の採用試験での現役合格を目指す。 

  ◇ 健康科学コースでは、社会福祉士国家試験の合格率 50％以上を目指すとともに、教員

養成において今後 10 年以内に県内の養護教諭合格者数 10 名を目指す。 

   スポーツ科学コースでは、JATI認定トレーニング指導者資格取得希望者に対して、試験対

策・受験方法等の個別指導を行なったが、受験者数は 1名であった。また、保健体育教員採

用試験での現役合格者は輩出できなかったが、大学院教育学研究科への進学者があったこと

は教育の成果と評価する。 

   健康科学コースでは、教員採用試験対策の一環として、主に 4年生を対象に集団討論の演

習、小論文指導、面接指導を実施した。養護教諭の教員採用試験合格者は青森県は誰もいな

かったが、北海道で 2名、岩手県で 1名の現役合格者を出した。また、養護教諭の合格者増

に向けて、3 年生による「保健室サークル」を立ち上げて掲示物作成等の活動を開始した。

社会福祉士を目指す学生に対して年間スケジュールを立てて国家試験対策を行った。今年度

の現役合格者は 2名であった。 

 ウ 地域貢献活動に関することでは、以下について重点的に取り組んだ。 

  ◇ 地域住民の健康調査や公開講座を実施することで、地域に密着した健康増進活動を行う。 

  ◇ 高齢化社会に向けた介護予防のための一次と二次予防に関する活動に取り組む。 
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  ◇ 介護従事者のための公開講座（かいごの学校）を開催する。 

   八戸市、洋野町、学祭で来場者合計 579名を対象に健康調査を実施した。公開講座は看護

学科と合同で「専門家が語る『健康・福祉・癒し』」をテーマに平成 29年 3月 4日（土）、

ポータルミュージアムはっちで開催した。参加者は高校生を含めて 37名であった。 

   また、三八地区および久慈市の中高年齢者を対象とした体力・運動能力測定会と運動プロ

グラムの作成を行い、得られたデータをもとに研究報告会および学会発表で成果を発表した。 

   学生スタッフ、外部委員の協力を得て「第 9回かいごの学校 in八戸学院大学」を 10月

15日（土）に美保野キャンパスで開催した。合計 171名の参加があった。 

 エ 研究活動に関することでは、以下について重点的に取り組んだ。 

  ◇ 科学研究費申請者の増加と科学研究費補助金を含む外部資金の獲得を目指す。 

   平成 28年度の科学研究費補助金申請数は 5件で昨年度と同件数であったが、採択件数は

なかった。また、科学研究費補助金以外の外部資金獲得は獲得できなかった。 

 

③ 健康医療学部看護学科 

 ア 平成 28年度の開設から完成年度を目指して、以下について重点的に取り組んだ。 

  ◇ 豊かな知識と技術による確かな実践力を備えた看護師・保健師の育成を目指す。 

各授業は、看護学科 1年次に計画された教育課程に則り順調に実施され、学生の履修状況

は問題なく経過した。8 月には入学後初めての臨地実習である「基礎看護学実習Ⅰ」を全員

履修した。 

1 年生は全般的に積極的でまじめ、遅刻欠席も少なく学習姿勢・学習習慣ができており、

根気強く学習の積み重ねができている。自らの意思表示もしっかりでき、自立した学習行動

をとっている。特に 8月の臨地実習の学びの成果は大きかったものと推測され、確かな看護

実践力を備えた看護師・保健師をめざした行動の変化として観察されている。 

 

  ◇ 地域医療に関わる教育研究と地域の医療に貢献できる看護師・保健師を養成する。 

 看護師をめざす大学生として、また職業人として自立するために必要な基礎的・汎用的な

能力を獲得できるよう、キャリア支援センターが中心となって支援した。第 1セメスターで

は入学時に進路ガイダンス、6月に「社会人基礎力調査」、第 2セメスターでは 10月に進路

希望調査を行った。現時点での進路希望はまだ不確実なことが多く、今後の学習の進度、教

員・キャリア支援委員の指導やアドバイスにより確実なものになっていくものと考えられる。

1 月には、地域医療に関わる教育研究と地域の医療に貢献できる看護師・保健師をめざすた

めの進路に関する講義として「大学院進学について」を実施した。 

  ◇ 4 年後に向け国家試験合格率 100％をめざした試験対策を計画的に推進する。 

早期から動機づけを行い、学習習慣を定着させることをめざした。必修科目の「解剖生理

学」の学習の促進を目標に掲げ、原則として毎週 1コマずつ時間割に組み込んだ計画を立て

て実施した。通常の必修科目の授業での理解不足を補う効果もあった。 

国家試験担当教員と学生の担当委員が中心となり、協力しながらリーダーシップを取って

対策授業を行った。学生の国家試験対策への取り組み姿勢は熱心であり、学習習慣は身につ

いたと考えられる。 

 

 

  3) 財政基盤の強化 

① 法人内各学校からの入学 

  八戸学院光星高等学校ならびに八戸学院野辺地西高等学校に対して、大学および短期大学の

理解促進を図ることを目的として、高大連携事業を例年同様に実施した。その内容は、両高等

学校教員のほか生徒への上級学校説明会やキャンパス見学会、文化祭への出展などがあげられ

る。系列高等学校からの入学者数は以下の表の通りである。 
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   ＜系列高等学校からの入学者数（過去 5年間）＞ 

 八戸学院 

光星高等学校 

八戸学院 

野辺地西高等学校 合計 

男 女 計 男 女 計 

平成 28年度 

ビジネス学科 6 1 7 3 0 3 10 

人間健康学科 8 5 13 0 0 0 13 

看護学科 1 7 8 0 0 0 8 

平成 27年度 
ビジネス学部 18 1 19 3 0 3 22 

人間健康学部 4 8 12 0 0 0 12 

平成 26年度 
ビジネス学部 12 1 13 1 0 1 14 

人間健康学部 6 6 12 0 0 0 12 

平成 25年度 
ビジネス学部 10 1 11 3 0 3 14 

人間健康学部 9 3 12 6 0 6 18 

平成 24年度 
ビジネス学部 9 1 10 2 0 2 12 

人間健康学部 10 1 11 3 1 4 15 

 

 

② 退学防止策 

  カレッジアドバイザー会議を学部・学科ごとに毎月定期的に開催し、学業や生活面において

問題を抱えていると思われる学生について、教員間で情報を共有して指導を行なっている。ま

た、問題を抱えている学生の情報を学内 web システムに記録することにより、全教員が情報

を共有することが可能となっており、全学をあげて退学防止に努めている。 

   なお、個人情報の取扱には充分な対策を施している。 

 

   ＜ビジネス学部ビジネス学科における退学・除籍理由の内訳：件数（過去 5年間）＞ 

学科 項   目 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 合計 

ビ
ジ
ネ
ス
学
科 

①-a 学業不振（4年生） 1 3 0 0 0 4 

①-b 学業不振（3年生以下） 1 1 3 0 0 5 

②部活動退部のため 0 2 0 1 0 3 

③環境不適応 0 0 1 0 0 1 

④経済的事情 3 1 2 2 3 11 

⑤他の教育機関へ進路変更 0 0 0 2 0 2 

⑥就職等のため 1 1 1 2 0 5 

⑦分類不明 1 0 1 3 2 7 

計 7 8 8 10 5 38 

 

   ＜健康医療学部人間健康学科における退学・除籍理由の内訳：件数（過去 5年間）＞ 

学科 項   目 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 合計 

人
間
健
康
学
科 

①-a 学業不振（4年生） 0 0 0 0 0 0 

①-b 学業不振（3年生以下） 1 0 1 0 0 2 

②部活動退部のため 0 0 2 0 0 2 

③環境不適応 0 0 2 0 1 3 

④経済的事情 3 3 3 3 3 15 

⑤他の教育機関へ進路変更 0 0 0 3 0 3 

⑥就職等のため 1 3 0 1 0 5 

⑦分類不明 4 3 2 7 1 17 

計 9 9 10 14 5 47 
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   ＜健康医療学部看護学科における退学・除籍理由の内訳：件数（H28年度）＞ 

学科     項  目 （平成） 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 合計 

看
護
学
科 

①-a 学業不振（4年生） － － － － 0 0 

①-b 学業不振（3年生以下） － － － － 0 0 

②部活動退部のため － － － － 0 0 

③環境不適応 － － － － 0 0 

④経済的事情 － － － － 0 0 

⑤他の教育機関へ進路変更 － － － － 0 0 

⑥就職等のため － － － － 0 0 

⑦分類不明 － － － － 0 0 

計 － － － － 0 0 

 

③ 中長期計画目標の実施 

 ア 学長直轄委員会の設置 

   学長直轄の研究推進委員会では、研究費の不正取り扱い防止を目的とした「研究倫理・コ

ンプライアンス教育研修会」を実施してきた。なお、同研修会は、毎年定期的に開催するこ

とにしており、平成 29年１月 27日（金）には、研究・研究不正・研究費のテーマで開催し

た。今後の内容については検討中である。また、特別学生支援室では、障害のある学生の学

習支援などを実施し、それらの活動が定着してきた。 

 イ 学生支援体制の整備 

   学生生活支援の組織体制として、教務学生課ならびにキャリア支援課を設置して数年経過

するが、入学から卒業までの一貫した学生生活全般にわたる支援ができている。また、キ

ャリア支援センターが担当するキャリア教育なども充実させ、学生のキャリア形成に寄与

している。 

 ウ 法人内系列高等学校との連携 

   八戸学院光星高等学校ならびに八戸学院野辺地西高等学校との高大連携事業として、大学

教員による講師派遣や生徒および PTA対象の上級学校紹介、インターンシップの積極的な受

け入れなどを行っており、それらの活動がさらに進められている。 

 エ 女子学生増加のための施策 

   女子学生の入学者数を増やすために、女子を対象としたスポーツ種目のクラブを設立し、

広報活動を積極的に行うなど入学者増に向けた施策を継続的に行ってきた。今後はスポーツ

種目のみならず、文化系クラブの設立による広報・募集活動も進めていく。 

 オ 周辺市町村との連携協定締結による各種事業等の実施 

   過年度より八戸市、階上町、五戸町および新郷村とそれぞれ連携協力協定を締結して各市

町村で様々な事業の展開や協力等を行った。また、地域連携研究センターが主体となって地

元の企業等との協定締結も進めており、今後も様々な事業を進めていく。 

 

 (2) 八戸学院短期大学 

  1) 重点目標 

① 地域貢献の推進 

  本学の特長として地域密着性の強さが挙げられる。学生の入学・実習・就職、地域団体との

交流等、あらゆる教育活動において地域と密接なつながりをもっている。重点目標は 3年前か

ら連続して「地域貢献の推進」を据えてきた。平成 27年度にはその実態の分析を行い、「地域

活力の創出」「まちの魅力創造」「地域の安心確立」への協働・貢献が検証され、学科の特性を

生かした活動が活発に行われていることが明確になった。 

  平成 28 年度は本学発信の自発的地域貢献事業が多く行われた。「保育の学校」「プレイパー

ク」「ブログのスタンプ」「子ども食堂」「アートイズ」などアクティブな活動が展開された。（地

域貢献件数は 147件） 
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② 自主性の涵養 

  地域貢献活動を通じて学生の自主性涵養を図るため、学習活動（授業、ゼミナール、サーク

ル・ボランティア）と研究活動（後援会研究助成、特別研究費助成、イノベーション基金研究）

等いずれの教育活動においても地域貢献を優先採択し、地域との交流を推奨、実践した。 

  学生の自主性涵養の成果は平成 28 年度自己点検・評価報告書に記述され、汎用的な学習の

成果が検証されている。 

 

③ 独自性の発揮 

  地域への貢献活動を通じ、学生の自主性が涵養され、その過程と結果において本学の独自性

が発揮される。平成 28年度自己点検・評価報告書には地域との交流が深まり、地域文化向上

への貢献が浸透しつつあることが記されている。 

＜特記事項＞ 

 ア 短期大学基準協会・第三者評価の受審について 

   平成 28年 9月に第三者評価を受審し、平成 29年 3月に機関別評価「適格」判定を受領

した。 

 イ 八戸学院短期大学の校名変更について 

   平成 29年 4月 1日より、本学は校名を変更し、「八戸学院大学短期大学部」となる。校

名変更は立体的総合学園構想の一環として法人が運営する幼稚園から大学までの学校施設の

一体感を強め、総合学園化を図り、大学と短期大学の交流を拡大、強化するためである。 

 ウ ライフデザイン学科の改組・改編の取組みについて 

   平成 28 年４月に学科の改組改編の将来構想が示され、戦略会議においてワーキンググル

ープが組織された。答申後、平成 29年 3月 24日の理事会で新たな将来構想案が承認され、

ライフデザイン学科は平成 30年度に募集停止し、学科の廃止届出を行う予定である。 

 

  2) 各学科の事業 

① 幼児保育学科 

 ア 保育者としての姿勢を育み、実践的専門性を有する保育者を養成する。 

   学科の学事暦や教育課程に沿って授業・実習・年間行事は順調に展開できた。保育者とし

ての姿勢の育成は 1・2 年生共に授業や実習指導、ゼミ活動、基礎的技術技能などの授業展

開を通して自主性の涵養を促す中で達成されている。また、教養科目、演習科目、専門科目

や技術技能の学びに力を入れ、保育者となる質保証の向上に取り組んだ。近年保育者の資質

が問われているが、学科では恒常的に理論と実践の融合を図る保育者養成を継承している。

今年も実習や研究発表会において保育者らしい姿勢や実践的専門性の学修成果が示された。

更なる教育の質保証に努めていく。 

 イ 学生のコミュニケーション能力と表現力を高める。 

   学科の行事は地域に密着した活動となっている。砂浜彫刻、八戸七夕祭り（流し踊り／く

す玉、吹流し制作）、星の子音楽会、読み聞かせ会、オペレッタ公演（八戸市子どもフェスタ）

等で学科の特性を生かした実践的取り組みが意欲的になされた。これらの活動は主体的なコ

ミュニケーション能力を高め、表現力の学びの場となった。 

 ウ 学修意欲を喚起し、地域の保育に貢献する保育者を育成する。 

   学科の実習指導や就職指導は全教職員で取り組み、就職説明会、保育者養成懇談会、卒業

生講話や各施設長の講演を行い、学生の学修意欲を喚起した。また、系列高校や附属幼稚園

との連携会議を開催し、教員間の情報を共有し、指導方針、学生活動の交流などの共通認識

を図った。 

   地域への貢献活動はゼミナール活動やサークル活動などを通して学生の主体性や社会性を

育んだ。就職に関しては首都圏への希望者が 20％台と高く、地域の需要に応えられない現状

となっている。 

 

② ライフデザイン学科 

 ア 学科の特色を活かした学修による教育成果の向上を図る。 

   年度初めの履修登録に先立ち、全科目受講を課した後に科目の特色や講義内容、大学との
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単位互換・大学への進学など、特に、単位互換履修の推奨、資格取得を見すえた適切な履修

に関する指導に力を入れた。上級資格取得については、意欲を継続して学修に積極的に取り

組めるよう、教科担当者、ゼミナール担任、学科教員間の連携を密にし、きめ細かな指導を

継続して進め、大学との単位互換科目履修者や、医療事務資格を取得して進路を決める学生

が増加した。簿記・PC 関連・食育・語学・八戸ふるさと検定等の合格者も増え、学生は広

い分野の学修に積極的に取り組んで成果を示した。NIEの継続で、今年度は２紙を比較して

読むことによって社会への関心が深まり、文章の読解力、表現力、コミュニケーション能力

も向上した。９月には学生がビブリオバトルに初出場して高い評価を得た。 

 イ 学生の自主性と社会性を育成し高める。 

   11月に南部町で実施した、学科全員参加によるボランタリデーの活動によって、学生の自

主性と社会性を育むことが出来た。NPO 法人青森なんぶの達者村のコーディネートにより

「高齢化・担い手不足の農作業ボランティア」を行った。5グループに分かれて、洪水被害を

受けた畑の小屋の整理、菊むしり、豆殻打ち、野菜の袋詰め、高齢者の昼食調理の手伝い等

と、南部町内（福地〜鳥舌内〜相内）広範囲で活動した。 

   学生全員が初めての農作業体験で、高齢者や農家の方々との作業や対話から、高齢化と農

業の現状を目の当たりにして、地域の課題を学ぶ貴重な機会となった。 

   また、学科の継続的ボランティア活動である、テレビ番組制作、八戸せんべい汁研究所の

全国各地での活動、国際交流イベントへの参加等によって、自立心・自信・社会性が育まれ

た。 

 ウ 就業意識を喚起し、確かな社会人基礎力を養成する。 

   今年度は 1年生全員が「インターンシップ」を履修し、8月～9月の間に全員がインター

ンシップに参加、職場体験を通して、働くことや人間関係の難しさ、社会人になるために自

身が身に付けなければならない「社会人基礎力」等を、自ら体験し学んだ。また、2 年間を

俯瞰した就職指導計画を作り、時間割に組み込み、全員が参加して実施した。また、キャリ

ア支援課と緊密に連携して、学生の就業意識を喚起し、自発的活動が早い時期から積極的に

行われるよう計画的に進めた。企業ガイダンス、研究会、説明会参加への積極的な後押し、

試験対策講座、学科独自のセミナー等、学生に必要な力を把握したきめ細かな早目の指導が、

早期内定、内定率の飛躍的向上に繋がった。 

 

③ 看護学科 

 ア 確かな実践能力をもつ看護師を育成する。 

   計画された教育課程に沿って授業・演習・臨地実習はすべて展開できた。2年生は、専門

基幹科目を中心に授業を展開し、シミュレーション教育、事例検討、技術演習、ゲストティ

ーチャーによる専門家からの授業などを通して、専門的知識・技術の基礎を修得した。3 年

生は、臨地実習を主軸としたカリキュラムが展開され、三八・上北・下北地区の広い範囲に

わたる多くの実習医療機関で学びを得ることができた。今年は、体調不良で欠席する学生が

目立ち、心身の健康を保持するための対策・指導が課題となった。 

 イ 国家試験合格率 100％を目指した国家試験対策を計画的に推進する。 

   国家試験対策委員を中心に、当初の計画通りに実施することができた。2 年生は国家試験

対策時間を時間割に組み込み、前期はグループワーク、後期は解剖生理学や病態学を中心に

補講や試験などを実施した。3 年生には、学内での学習環境を整え実習と並行しながら学習

できるよう配慮した。計画はすべて実施し、実習終了後（11月）からは全体学習、グループ

分け学習、学生の状況に合わせた個人指導に力を注いだ。学生は外部セミナーも活用しなが

ら国家試験合格をめざし全員が努力を重ね、その結果、合格者は 64名（94.1％）であった。 

 ウ 地域の医療に貢献できる看護師を養成する。 

   地域医療に関する講義・講演・ボランティア活動などを通じて、地域医療への関心は高ま

り多くの学びを得た。就職委員が企画した地域への就職対策は、すべて実施することができ、

平成 28年度卒業予定者 68名のうち就職内定者 63名（県内 32名）、進学者４名、予備校入

学予定 1名という結果であった。昨年に引き続き地元医療機関での募集状況が良好であった

ことに加え、実習や卒業生講話などから地元就職希望者が多かったことが要因と考える。 
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  3) 財政基盤の強化 

 

① 法人内各学校からの入学 

   系列校の入学者数が平成 28年度は 46名あった。入学者の定員に占める割合は幼児保育学

科 42％、ライフデザイン学科 10％である。 

  平成 29度は 38名となった。18歳人口の減少や企業の求人動向もあり、入学者数は常に流

動している。今後法人内高校と更に情報交換を密にして教職員間の連携、学生・生徒との交流

を深めていく。 

＜系列高等学校からの入学者数＞ 

 八戸学院 

光星高等学校 

八戸学院 

野辺地西高等学校 

合計 男 女 計 男 女 計 

平成 28年度 
幼児保育学科 1 38 39 1 2 3 

46 
ライフデザイン学科 0 3 3 1 0 1 

平成 27年度 

幼児保育学科 3 26 29 0 4 4 

49 ライフデザイン学科 1 3 4 1 1 2 

看護学科 1 6 7 1 2 3 

平成 26年度 

幼児保育学科 2 32 34 1 1 2 

62 ライフデザイン学科 1 12 13 1 0 1 

看護学科 2 10 12 0 0 0 

平成 25年度 

幼児保育学科 2 28 30 0 1 1 

47 ライフデザイン学科 1 8 9 0 0 0 

看護学科 1 6 7 0 0 0 

平成 24年度 

幼児保育学科 1 20 21 0 3 3 

34 ライフデザイン学科 0 1 1 0 1 1 

看護学科 2 5 7 0 1 1 

 

 

② 退学防止策 

  平成 28年度の退学者は 3学科を通じて 9名であった。 

  教務委員会の出欠状況調査により、①ゼミナール担任との面談、②学科会議報告 ③学科長

面談、④保護者面談を実施して退学者防止に努めている。各学科とも個別の相談を受け、学習

支援や奨学金の受給奨励等を行っているが進路変更と学力の問題、経済面の問題、交友関係等

を抱えている学生が微増している。平成28年度の授業料延納願いの延べ数は47件であった。 

 

 

平成 29年 3月 31日現在 

学 科 項 目 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 合計 

幼児保育学科 

① 学業不振 0 0 0 0 0 0 

② 経済的事情 0 0 0 0 0 0 

③ 進路変更 1 3 2 3 4 13 

④ 傷病 0 0 0 2 1 3 

⑤ 一身上の都合 0 6 6 1 1 14 

計 1 9 8 6 6 30 

ライフデザイン 

学科 

① 学業不振 0 0 0 0 0 0 

② 経済的事情 0 0 0 0 0 0 

③ 進路変更 0 0 1 0 1 2 

④ 傷病 0 0 0 0 0 0 

⑤ 一身上の都合 2 0 0 1 0 3 

計 2 0 1 1 1 5 
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看護学科 

① 学業不振 0 0 1 2 0 3 

② 経済的事情 0 2 1 1 0 4 

③ 進路変更 4 3 3 9 1 20 

④ 傷病 0 0 0 0 1 1 

⑤ 一身上の都合 0 7 1 4 0 12 

計 4 12 6 16 2 40 

短大合計 7 21 15 23 9 75 

 

③ 入学者確保の中長期計画目標の実施 

 ア 授業の充実 

   授業は学生や保護者、地域の負託に応え、学生の将来を創造していく根幹となるものであ

る。本学の教員は使命感をもって授業に臨み、事務職員がこれを支えている。演習の他、座

学授業ではグループ討論、調べ学習、発表場面を多く取り入れ、双方向授業によるアクティ

ブラーニングを促している。学習意欲が不十分な学生にも個別にきめ細かな指導を行ってお

り、本学全体の「学生による授業評価」で一定の評価を得ている。 

   リメディアル教育では平成 28 年度も入学予定者全員に「入学前学習課題」を課し、関連

する授業の中で弱点の克服と基礎力の向上に活用した。また、3 学科とも基礎学力向上のプ

ログラムを擁し、計画的に実施している。 

   FD 委員会主催の講演会、ワークショップ、公開授業等の研修も教員の授業力向上に効果

があった。 

 イ 実習の厳正 

   資格取得に直結する「実習」は本学の教育の重要な柱である。実習では 3学科とも事前指

導・本指導・事後指導を行い、理論と実践の融合を図っている。GPAの数値が基準以下の場

合、実習不可になることがある。また実習の評価が低評価の場合は再実習を課している。 

   3学科とも、実習は社会と繋がる汎用的学習の場であるととらえ、実習先と連携して厳正

な指導と評価を行っている。 

 ウ 品格の向上 

   本学では 8割以上の学生が女子学生であるという特性を踏まえ、それぞれが女性性・男性

性を発揮し、学生として、職業人としてふさわしい品格を備えるよう授業態度やあいさつ・

言葉づかい、表情や姿勢など、社会人基礎力の向上に教職員が気を配っている。平成 28 年

度は授業態度や日常のあいさつに向上が見られた。 

 エ 入学者数の確保（定員割れ防止） 

   ライフデザイン学科では入学生の定員確保に苦慮している。18歳人口の減少や社会の経済

状況、学生のニーズ等により、入学者が毎年変動・減少している。 

   平成 28年度は学科の改組改編について議論がなされ、平成 29年 3月の理事会で新案が

承認され、ライフデザイン学科は平成 30 年度に募集停止し、学科廃止の届出を予定してい

る。 

 

 (3) 八戸学院大学・八戸学院短期大学図書館 

  1) 利用環境 

 従来からの「大学図書館」のあるべき論に拘束されることなく、主たる利用者である学生にと

って実質的かつ本質的に「居心地のよい空間」、「利用価値のある空間」たるべく創意工夫をもっ

て平成 28年度もまた様々な取り組みを実施した。図書館運営に学生が関与する仕組みも漸次発

展させた。また、青森県内の高等教育機関の図書館で空調設備がないのは本学だけであるという

状況ではあるが、利用環境として必須である空調設備設置は実現できなかった。にも拘らず、平

成 25年度に開始した図書館のあり方をめぐる改革が功を奏し、当年度の延べ利用者数は昨年度

を上回り延べ 5万人に達する見込みである。 
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  2) 開館時間拡大の検討 

 これについては平成 28 年度計画に掲げた課題の解決に至らなかった。青森県内の高等教育機

関の附属図書館で土曜日及び日曜日に開館していないのは本学だけであり、さらには開館時間が

一番短いという状況である。学生の勉学に利するための開館時間の拡大を今後とも人的及び財政

的制約を勘案しながら検討していくこととする。 

 

  3) 機関リポジトリ 

 機関リポジトリのインフラとしての維持管理については安定的に行うことができた。しかしな

がら平成 28年度計画であった公開媒体物件の増加や根本的な改革は達成できなかったため、次

年度も継続して検討していくこととした。 

 

  4) 内外図書館との連携 

 平成 28年度計画で当法人内の系列校の 3図書施設、即ち本学図書館、光星高等学校図書室、

野辺地西高等学校図書室の有機的連携の可能性、および地域の公共図書館との連携について、引

き続き模索するとしたが、これについても引き続き検討していくこととした。 

 

 (4) 八戸学院大学・八戸学院短期大学地域連携研究センター 

平成 28年度は、地域文化研究室、地域産業振興室、地域スポーツ振興室、国際交流室、地域連

携推進室で活動を展開した。 

昨年度に引き続き、八戸観光コンベンション協会からの助成を受けて「八戸ふるさと検定」を学

生に受験させた他、デーリー東北新聞社との共催で「第 3回ビブリオバトル in八戸」を開催した。

さらに「ジュニアサッカースクール」の開催、「第 12 期起業家養成講座」の実施、「かいごの学

校」の実施など多数の取り組みを行った。特に、自治体関連では階上町との連携に基づき階上町

PRテレビCMの制作を行ったほか、八戸市との連携で 2年目となった「介護人材発掘育成事業」

について年間 3回のセミナーを実施して受講者から好評を得た。 

また新たな取り組みとして「三八五流通株式会社」など地域の企業と連携し、健康関連の調査研

究を行う取り組みも始まっている。国際交流関連では東アジアを軸とした国際人材育成プロジェ

クトをスタートさせ、南部町との連携から東南アジアの女性起業家や女子学生を学祭に招待して

本学学生との交流を図ったほか、1 月にはフィリピンを訪問し視察調査を行った。COC+関連で

は起業家養成講座の集中講義を 3月に実施した。 

 

 

 (5) 八戸学院光星高等学校 

   ＜私立学校としてのアイデンティティーの確立（継続）：望まれる八戸学院光星高等学校を目指して＞ 

 

  1) 学校共通 

① 教職員のOJT 等によるさらなる資質向上を図り、明るく楽しい活動的な学校作りを目指す。 

② 生徒個々の能力の伸張を図り、社会で自信を持って生きる力を養う。 

③ 生きる力を育む安全教育の充実と転・退学者のない「日本一面倒見が良い学校づくり」を目

指す。 

学校生活を通して、生徒個々が持っている力を発揮できるように、また、多くの場所で自信を

持って行動できるように教育し、生徒の大きな成長に繋げることができた。 

また、「性教育講演会」・「高校生のための講演会」・「聖マリアンナ医科大学学長の講演会」・「起

業家講演会」、「劇団「若草」による芸術鑑賞会」・高大連携事業を通して広く多くの知識を与えた。

さらに避難訓練等の危機管理を通して、日常生活における安全の理解と教育の充実を図った。こ

れらと職員の努力により、転・退学者数が少なく全生徒数に対する比率は、0.58％を示し、成果

が表れている。 
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  2) 各 科 

① 普通科 

 ア 進学を意識した授業展開を行う。また、高校総合文化祭での研究発表、語学研修を目的と

した姉妹校との交流会へ積極的に参加をする。さらに、各団体の大会・行事への参加を通し、

生徒の自信に繋がる指導を行う。 

  普通科の 3年生 167名のうち、進学者 132名（79.0％、昨年度比－0.7％）、就職者 35名

（21.0％、昨年度比＋0.7％）であった。系列上級学校進学者については、八戸学院大学 20名

（15.0％、昨年度比－1.1％）、八戸学院短期大学 5 名（3.0％、昨年度比＋2.3％）、八戸学院

光星高等学校専攻科 1名（0.8％、昨年度比＋0.8％）となっている。また、センター試験受験

者は 14名（10.5％、昨年度比＋2.1％）である。 

 

 ＜普通科卒業生の進学状況（平成 28年度）＞ 

コース名 特別進学 医療看護進学 進 学 総合学習 

在籍者数 12名 9名 93名 53名 

進学者数 12名（100%） 9名（100%） 65名（69.9%） 46名（86.8%） 

 昨年度比    ±0%    ＋20%    ＋0.8%    ＋0.8% 

国公立大学合格  1名    

 昨年度比較       -3名    

ｾﾝﾀｰ試験受検者  6名（50%）  3名  5名  

 昨年度比較    +12.1%    

系列上級校進学  1名  3名  21名  1名 

 八戸学院大学    1名    2名    16名    1名 

 同短期大学部     1名    4名  

 専攻科      1名  

就職者数   28名（30.1%） 7名（13.2%） 

 昨年度比      -0.8%    ＋2.3% 

 主な就職先    
福岡ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾎｰｸｽ 

陸上自衛隊 

 

② ビジネス科・工業技術科 

 ア 実社会への即応を目的に、資格取得に力点を置き技術の習得を目指す。 

 イ 高等学校の自動車整備士コースと専攻科自動車科の 5 ケ年教育を実施し、実社会で即応で

きる人材育成に努める。 

  実社会に即した知識・技術の習得を目指し、実習授業に重点を置いた。その中で基礎基本を

踏まえながら上級資格取得を目標とした各種検定試験に即した授業を実施した。また、ビジネ

ス科では、各検定日の 3 週間前に放課後講習会を実施し工業技術科では、夏季休業中及び 3

月に 3級自動車整備士国家資格取得に向けての講習会を実施した。 

  キャリア教育としてインターンシップや八戸学院短期大学ライフデザイン学科三浦教授によ

る基本的なビジネスマナーの講習会を実施した。 

  専攻科自動車科における 5ケ年教育の一環として、体験実習の実施や専攻科主催のイベント

に参加させる等、実社会で即応できる人材育成に努めた。 

 

③ 保育福祉科 

 ア 八戸学院短期大学および専攻科介護福祉科への進学率の向上に努める。 

 イ 社会のニーズに対応できる人材育成を目指す。 

  系列校の八戸学院短期大学及び専攻科介護福祉科からの情報や、本校卒業生の活躍などの情

報を提供しながら、進学率の向上に努めた。また、八戸学院短期大学幼児保育学科の木下講師

によるピアノレッスンや、八戸学院大学看護学科の壬生准教授による「介護職員初任者研修特

別講義」を実施した。 

  あいさつ・身だしなみについては、日常生活の中で根気強く指導した。校外における施設実

習やボランティア活動の体験により、コミュニケーション能力や勤労意欲が高まった。 
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  3) 具体的実践 

① 普通科 

  校外模擬試験、講習会を実施し、生徒個々の能力を伸ばすとともに、理科の研究発表および

英語弁論大会への参加を継続することで伝統を築いている。また、姉妹校との交流会へ積極的

に参加、各団体の大会・行事への参加をさらに進めていく。 

 

 ア 校外模試の受験 

   普通科 4 コースにおいて、年 2～数回の校外模擬試験を受験させるとともに、特別進学コ

ース及び医療看護進学コースについては、校内模擬試験も実施する。結果として国公立大学

への合格者の増を目指す。 

   特別進学コースと医療看護進学コースの 1年生は 3回、2年生は 4回の模擬試験を受験し

た。 

   3年生は最大 9回のうちから希望選択で受験させた。校内模試については 1～3年生とも

年 3回実施した。進学コースと総合学習コースについては、年 2回の校外模擬試験を実施さ

せた。結果として、国公立大学を受験した者は 3名あったが、合格者は 1名にとどまる結果

となった。次年度も継続して実施して成果をあげていくこととする。 

 イ 講習会の実施 

   長期休暇において講習会を実施し、学力の向上に努める。 

   夏季休業中に 2ターム＋学習宿泊合宿、冬季休業中に 2ターム実施した。春季休業中には

2ターム実施した。また、6月には未来の起業家育成事業として講演会を実施した。 

 ウ 姉妹校との国際交流 

   ｢ホームカミング｣などに積極的に参加し、外国の文化に触れるとともに、語学力を身につ

ける。 

   エドグレン高等学校の「卒業式」「ホームカミング」へ参加、および本校文化祭において、

「国際交流展」に招待し、文化交流を図ると共に、生徒間の交流の場にもなった。また、６月

には国際交流特別授業としてジョディ法官氏による特別授業でネイティブスピーカーの英語

に接する機会を作った。 

 エ 海外修学旅行の計画 

   特別進学コースにおいて、海外修学旅行を計画し、国際交流と共に、自己の研鑽に努め広

い視野をもたせる。 

   平成 28年 11月 14日から 4泊 5日の期間、関西方面（広島、京都、奈良）へ 2年生 290

名（同行教職員 13名）で修学旅行を行った。 

   保護者アンケートにて、①「費用が高額である」②「世界情勢が不安定である」を主な理

由として反対であるという結果が出たため、海外修学旅行については再検討中である。 

 オ その他（大会・行事への参加等） 

   八戸学院短期大学看護学科宣誓式や英語弁論大会には本年も参加した。「国際ソロプチミス

ト八戸」のユースフォーラムや、本の紹介をする「ビブリオバトル」などでは高評価を得た。

さらに「万引き防止標語」で優秀賞、「デーリー東北新聞社感想文コンクール」で入選するな

ど大きな成果があった。 

 

② ビジネス科・工業技術科 

 ＜ビジネスコース・工業技術コース＞ 

 ア 上級資格を取得させるためビジネス科と工業技術科ともに実習授業の充実及び放課後講

習を実施する。 

   ＜ビジネスコース＞ 

    上級資格の取得については、「全商ビジネス文書実務検定 1級」に 3名、「珠算・電卓実

務検定 1級」に 1 名が合格した。資格取得に対してさらなる意欲がある生徒は、放課後

の講習会を経て、「日商簿記検定試験 3級」（11月 20日実施）に 8名が受験し、2名が

合格した。また、今年度新たに「日本情報処理検定協会」主催（表計算部門）の検定試験

も実施した。予想よりも合格率が低く、課題が残る結果となったが、生徒全体の学力の底

上げや充実感、達成感を与えるためにも今後も継続していきたい。 
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   ＜工業技術コース＞ 

    各種資格取得に向けて、実習と専門教科に特に力を入れて取り組んだ。国家資格では「第

二種電気工事士」1名、「丙種危険物取扱者」6名、難関である「トレース検定 1級」で

は 6名の合格者があった。これらの資格については高い合格率ではなかった。しかしなが

ら、「計算技術検定 3級」（1年生：合格率 88.2％）、「パソコン利用技術検定 3級」（2年

生：合格率 100％）、「ガス溶接技能講習」（2年生:合格率 100％）では、昨年度を上回る

合格率を示し、資格取得に向かう意識が出来てきたと感じている。また、地域貢献の一環

として白銀町内会から依頼された運動会や防災訓練で使用するプラカードを実習で製作

した。このような取り組みを通して様々な知識や技術と豊かな心を育むことができた。 

 イ 3 年生によるインターンシップを実施し、講師による講話や実習を通して広い視野で実社

会を見聞し、勤労の尊さと経済のあり方を学ぶと共に将来の進路選択の指針とする。 

   ＜ビジネスコース＞ 

    3年生全員を対象として 7月 4日から 3日間、就職希望者 13名は、「青い森信用金庫湊

高台支店」や「ケーズデンキ光星学院通店」等、学校周辺の 6企業の協力を得て、将来の

職業人として必要な資質や能力を身に付けるためインターンシップを実施した。進学希望

者 23名は、視野を広げ将来の進路選択の指針とすることを目的として系列上級学校であ

る八戸学院大学、八戸学院短期大学と連携した特別体験授業に参加した。また、八戸学院

短期大学の三浦教授による「ビジネスマナー講習会」を開催する等のキャリア教育により

自立するために必要な能力や態度、意欲を形成・向上させることができた。 

   ＜工業技術コース＞ 

    3 年生全員を対象として、県南企業の建築業・鉄鋼業・電設業など 22 企業の協力を得

て、7月 4日から 5日間の現場実習を実施した。また、八戸学院短期大学の三浦教授によ

る「ビジネスマナー講習会」に参加した。この現場実習を通して生徒は、職業人として必

要なことや現場の厳しさを学び、進路決定に対する意識が向上すると共にひとまわり成長

することができた。 

   ＜自動車整備コース＞ 

   － 高校の自動車整備士コースと専攻科自動車科の 5 ケ年教育を実施し、実社会で即応で

きる人材材育成に努める。 

     専攻科自動車科への進学率向上のため、通常の授業及び三者面談で専攻科の魅力や「2

級整備士」資格の必要性を強調し進路指導を行った。その他にも 3年生を対象とした体

験実習を 7 月に実施し、10 月には専攻科で開催された「世界一のラリードライバー増

岡浩氏による講演会」及び「斜度 45度の三菱 SUV体感試乗会」に全学年で参加した。

専攻科への進学者数は、24 名中 7 名であり、さらなる専攻科との連携が必要である。

また、「3級自動車整備士国家資格取得に向けての講習会」（夏季休業中に 3日間実施）

や、「ものづくりコンテスト大会（自動車整備部門）」への出場など実社会で即応できる

人材育成に努めた。（3級自動車整備士試験 10月 2日実施、ガソリン 16名受験 7名合

格、ディーゼル 8名受験 4名合格、シャシ 7名受験 3名合格） 

   － 3 年生によるインターンシップを実施し、講師による講話や実習を通して広い視野で

実社会を見聞し、勤労の尊さと経済のあり方を学ぶと共に将来の進路選択の指針とする。 

     3 年生全員を対象として、主に市内自動車メーカー14社の協力を得て、7月 4日から

5 日間の現場実習を実施した。この現場実習を通して経験豊富なベテランの整備士から

直接指導を受けることにより進路に対する意識の向上やスキルアップを図ることがで

きた。 

 

③ 保育福祉科 

 ア 保育、福祉コース共に校外実習の充実。 

   ＜保育コース＞ 

    附属幼稚園 3園を含む 24の保育等施設において、2年生Ⅰ期（5日間）・Ⅱ期（5日間）

の 10日間の郊外実習を実施した。実習後は、保育士・幼稚園教諭の資格取得のため短期

大学への進学の意識を高める生徒が増え、精神的な成長も見られるようになった。 
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   ＜福祉コース＞ 

    1年生は 1日体験実習、2年生Ⅰ期（2日間）、3年生Ⅱ期（3日間）の校外実習

を実施した。 

 イ ボランティア活動、交流会への積極的な参加。 

   福祉施設行事補助（9施設・延べ 73名）、特別支援学校行事補助（1校・延べ 10名）、専

攻科と福祉施設訪問（1年生 24名）、八戸第一養護学校との交流会（2回・99名）を実施し

た。福祉コース 1年生 24名が、専攻科介護福祉科の学生 23名と「特別養護老人ホーム瑞

光園」を訪問し、パネルシアター（紙人形劇）を実演した。今年度初の試みであったが、利

用者・職員からの好評を博し、施設実習やボランティアとは違った交流が図られた。今後も

継続し、地域に根ざした活動を進めていきたい。さらに、「選挙啓発ポスター」最優秀賞、「け

んしんようエコ絵画」優秀賞、「生け花競技会」準優秀賞など多くのコンクールに参加し受賞

する生徒が増えてきた。学校の認知度を高めると共に、生徒個々の才能が開花してきている。 

 ウ 高大連携を強化し、系列上級学校への進学率の向上を図る。 

   ＜保育コース＞ 

    八戸学院短期大学幼児保育学科からの情報、オープンキャンパスへの参加、本校卒業生

の活躍などの情報を提供しながら、進学率の向上に努めた。今年度から、八戸学院短期大

学木下講師にピアノの授業を担当させるなど、5ケ年教育を意識した授業を展開した。ま

た、短期大学教員と本校保育福祉科教員とで連絡協議会を開催し、生徒・学生の情報交換

を行い相互理解を図った。保育コース３年生 76名中八戸学院短期大学幼児保育学科への

進学者は 27 名（36％、昨年度比－18％）。減少の理由としては、「進学したいが経済的

に困難」、「異なった環境で勉強したい」などであった。 

 ＜福祉コース＞ 

    専攻科教員と本校保育福祉科教員とで連絡協議会を開催し、生徒・学生の情報交換を行

い理解を図った。今年度も、「介護職員初任者研修」取得のため、八戸学院大学壬生准教

授による特別講義を実施。福祉コース３年生 38名中専攻科介護福祉科への進学者は 7名

（18％、昨年度比－8％）。減少の理由としては、「看護学科への進学」「経済的理由」など

であった。 

    1年生（24名）全員による「専攻科見学会」を実施した。見学と授業体験により、進路

についての見通しを持たせることを目的とした。その後の三者面談では約 40％の生徒が

専攻科への進学を希望している。 

 エ 板橋かずゆき氏（客員教諭）による講演会の実施。 

   7 月実施に向けて企画しアポイントメントをとったが、日時など調整がつかず、今年度も

実施できなかった。 

 オ ファッション甲子園への参加。 

   デザイン画を4点応募したが、予選通過ならず本戦出場できなかった。大胆奇抜な発想で、

次年度は本戦出場を目指したい。 

 カ 特別講師による調理実習の実施。 

   実施時期の調整がつかず実施できなかった。 

 

④ 進路指導の充実 

 ア 企業に好まれる人物像の育成を目指し、実社会と連動した実践指導を図る。 

   企業訪問を実施し、卒業生の状況を職場の担当者から直接聞き、今後の生徒の指導に向け

て、企業の望む人物像を聞き、就職指導の資料となるような情報を得ることができた。就職

面談会や就職支援セミナーに生徒を参加させて、企業と仕事について学ばせることによって

生徒の意識向上に繋げた。 

 イ 進学に関する資料の充実を図る。 

   進路ガイダンスを学年ごとに実施することができた。3 年生の進路ガイダンス（6 月 30

日・「株式会社さんぽう」）は、今年度初めて市内ホテルを会場に実施した。1 年生は、本校

体育館とオープンスペースを利用し、11月 17日に行った。2年生は、1月 30日の「ライ

センスアカデミー」の進路相談会を本校生徒のみの時間の設定により実施した。進路を考え

る資料と情報を生徒に提供できた。また、8月 1日には 3年生就職希望者を対象として、「ジ
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ョブカフェあおもり」からの講師による就職セミナーを開催した。 

 ウ 「八戸学院関東の集い」についての連絡調整をし、参加者増を図る。 

   「八戸学院関東の集い」の機会をとらえ、法人職員と本校教職員相互の連絡調整を行い、

緊密な連携体制を構築し、進路指導における調整に活用できた。 

 

 

 

⑤ 法人内高大連携の強化 

 ア 八戸学院大学・八戸学院短期大学との一層の連携強化を図る。 

   各科で高大連携事業を企画・実施した。専門分野の連携強化が図られた。キャリア支援課

との連携が強化され、連絡が密に行われた。 

 イ 教員間の交流を通して相互理解を図るとともに、学生生徒の連携活動を推進する。 

   八戸学院短期大学幼児保育学科の教員と本校進路指導部・保育福祉科科長・3 学年担任と

の高大連携会議を行ない、本校卒業の学生の在籍状況・成績などの情報を得、次年度の生徒

の指導及び今後の入試についての情報交換も行ない、相互理解を図った。 

 ウ 大学・短大への行事の参加を目指す。 

   八戸学院大学・八戸学院短期大学のオープンキャンパス（3 回）に生徒を多数参加させる

ことができた。美保野キャンパスを訪問することによって、生徒が大学・短大に興味を持ち、

学習意欲が高まった。 

 

⑥ 課外活動・部活動の活性化と強化 

  部活動への加入率を上げ、リーダー育成を行い学校全体の活性化を図る。 

・ 部活動加入率 

    平成 27年度は、全校生徒中 75.4％が部活動加入者であったが、平成 28年度は部活加

動加入者が 87.8％と大幅に増加した。 

  ・ リーダー育成・学校全体の活性化 

    平成 28年度の生徒会役員 20名中の殆どの生徒が、何らかの部活動に加入しており、そ

の中で生徒会活動が運営され積極的で活発な意見が交された。さらに、部活動生の中から

明治大学・立教大学・専修大学・東洋大学・日本大学・玉川大学・東北福祉大学等に合格

する生徒が多数見られ、文武両道で結果を出し、リーダーとしての素質を持った生徒が増

えた。 

 

⑦ 国際交流事業の推進 

 ア 特進の海外修学旅行の計画や国際貢献を視野に入れた国際教育活動等を含めて、広く展開

することを目指す。 

 イ 私費留学生を受け入れ、国際交流を推進する。 

 ウ 姉妹校（韓国ソウル市「東北高等学校」・アメリカ合衆国「ロバート D.エドグレン高等学

校」・カンボジア「カムリエン高等学校」）との継続的な交流を促進する。その他の国への短

期ホームステイも計画し実践する。 

  カンボジアから「チーエ・スレイペッチ」さんを約 6週間、ホームステイをしながらの短期

留学生として受け入れ、日本語、日本文化、及び日本の技術の一端を体験させ、留学生の教育

に貢献した。 

  実施時期の調整がつかなかったために「東北高等学校」（韓国ソウル）との交流は今年度でき

なかったが、次年度は是非実施したい。 

  三沢基地内の「エドグレン高等学校」との交流に関しては、「卒業式」、「ホームカミング」、

「ミリタリーボール」、「光星祭」、「吹奏楽部の交流」、「男子バスケットボール部の練習試合」

が行われ、これまで以上に活性化されて生徒の国際性や語学力が大きく向上した。 

  また、8月に行われた八戸市国際交流協会主催の「国際交流フェスタ」に参加し、これまで

の交流の内容を生徒自らが発表し、多くの人にアピールできた。さらにその活動が協会発行の

雑誌に掲載され高く評価された。 
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⑧ 生徒募集の確立 

 ア 昨年度同様の項目を実施予定、一層募集に工夫をする。 

 イ 年度初め、学校長が中学校を訪問する。（前年度の反省を踏まえ情報収集） 

 ウ 募集のための中学校訪問（全 5回）については、例年通り職員全体であたる。 

 エ アクティブスクール部活動編の時期については、甲子園出場との関係を考慮し、さらに部

活動ごとの調整もしながら実施日を決定する。 

 

  ◇ 中学校訪問について 

    各中学校との連携を図り、本校への理解を高めてもらい募集に繋げるとして職員全員で

の募集活動（中学校訪問）を今年度も 5回実施した。 

   第 1回（5月）担当あいさつの他、「年間計画」、「生徒状況報告」、「新入生便り」、「光星新

聞」、昨年度学校パンフレット「キャンパス八戸学院 40号」、「毎日新聞選抜野球大

会出場号」等を配付した。 

   第 2回（6月）アクティブスクール学習編を案内し、中学生対象学校説明会開催を依頼し

た。「新入生短歌集」、「学校紹介リーフレット」等を配付した。 

   第 3回（7月）アクティブスクール部活動編を案内し、「世界地図」、「生徒会新聞」等を配

付した。 

   第 4回（9月）「学校紹介パンフレット」、「ポスター」、「光星祭の案内」、「生徒状況報告」、

「学校紹介リーフレット（生徒の活躍 1）」等を配付した。 

   第 5回（12月）「入学願書」資料一式（推薦、一次）、「学校紹介リーフレット（生徒の活

躍）」、3年生からの「出身中学への便り」等を配付した。 

  ◇ 中学校教員対象学校説明会 

    久慈地区・上十三地区・三八地区・下北地区の 4 地区にて、「入試情報」、「学校紹介」

等を配付し説明を実施した。（二戸地区は希望校が種市中学校のみだったので、直接中学校

へ訪問して説明した。） 

  ◇ 学習塾対象教育懇談会 

    学習塾協会所属の塾、三八地区・上十三地区の塾の関係者に対し、入試情報・学校紹介

のビデオ上映を実施した。 

  ◇ 中学生対象説明会（各中学校） 

    中学校で企画した入試説明会で、本校について紹介（今年度 52 校）した。また、今年

度は個別塾（「まつがく塾」）にも説明を行った。 

  ◇ 学校見学会実施（随時） 

    「百石中学校」、「田子中学校」、「堀口中学校」PTAの 3件に対し、先方の希望により対

応した。また、県外から個別で 4件の見学があり、対応した。 

  ◇ 中学校行事への訪問 

    中学校体育祭 16校、文化祭 15校、卒業式 23校に参列した。 

  ◇ アクティブスクール学習編 

    市内対象 7月 29日、市外対象 7月 28日の2回実施した。 

    参加人数は、市内対象 455名、市外対象 227名の合計 682名（他引率教員 37名、保護

者 83名）であった。（7月 29日は八戸西高校と重なったため、市外を 28日に実施した。） 

  ◇ アクティブスクール部活動編 

    主として 9月 3日に実施した他、9月 10日、11日、22日、10月 1日、23日と各部

の都合により個別に実施した。 

    参加人数は、総計 152名（9月 3日分 83名参加（他引率 30名）、後日分：69名（引

率 36名））であった。 

  ◇ 学校紹介パンフレット（入試要項掲載） 

    ポスター・リーフレット等を今年度も計画通り作成し、中学校へ配付した。リーフレッ

トはメール便で保護者にも発送している。 

  ◇ アクティブスクール入試対策会（今年度初企画） 

    11月 23日に 3教科（国語・英語・数学）及びバリーグロスマン教授の講話を実施した。 

    参加人数は、71名で、アンケートと中学校訪問の際のコメントによると、大変好評であ



 28 

り来年度は 5教科での実施を要望されているので、検討していくことにしている。 

  ◇ 案内文等メールの活用 

    様々な案内文・リーフレットをエリア内の中学校へ直接配信した。アクティブスクール

等への参加申込をメールで受信できるようにしたため、好評であった。 

  ◇ その他 

   ・ 各種講演会等の情報をマスコミ等に提供し取材依頼した。 

   ・ ホームページにて情報公開した。 

 

⑨ 教育環境の整備 

 ア 前年度に引き続き耐震補強も含めた具体的な計画案を総務部財務管財課と協働で策定し、

段階的に生徒の安全な教育施設の確保に努める。 

 イ 5 号館教室のボイラー配管が劣化による修理不能箇所から蒸気漏れが多数発生している。

また生徒会館のボイラーも老朽化により使用不能寸前であり、平成 28 年度からボイラーを

廃止し、5 号館教室と生徒会館をストーブに切り替える。 

 ウ 生徒会館屋根の老朽化に伴う補修工事とベランダ排水の詰まりの修繕を行う。 

 エ 生徒の抜け道（不法侵入）防止のため、自動車実習場隣の境界フェンス（網）を修繕する。 

  耐震補強は保留となった。 

  ボイラーの廃止に伴う 5号館教室と生徒会館の暖房設備を計画どおり、ストーブに切り替え

教育環境を整えた。 

  生徒会館屋上（バルコニー）の防水改修工事及び近隣の敷地へ生徒が不法に侵入することを

防ぐためのフェンスを修繕した。 

  さらに、食堂の床の清掃とテーブルにクロス貼りにより衛生環境を整えた。 

 

⑩ 生徒指導の徹底 

  下記 5項目を重点に指導を行う。 

 ア 正しい容儀の確立から学習指導の向上・部活動活性化への相乗効果を図る。 

 イ 携帯電話・スマートフォンの適切な使用については集会等で定期的に周知徹底を図る。 

 ウ 道交法改正による自転車の乗車マナーの意識改革を徹底する。 

 エ いじめ対策は通年、スピード感を持って対処する。 

 オ 生徒会を中心に月間目標の制定・挨拶運動など生徒側からの自主性と発信を求める。 

  登下校の声かけ・集会で正しい容儀の確認と、生徒会、部活動生が率先してあいさつ、美化

活動等をすることで、校内に規律のある明るさが生まれており、良い傾向である。問題行動に

よる処分者の件数も平成 28年４月～平成 29年１月まで 11名と過去最少人数である。 

  入学式と年度初めの全校集会において、警察署少年係長による、講話を実施した。その効果

もあり、大きな問題等は起こっていない。 

  いじめに関しては、5月の前期調査において 2件、12月の後期調査において 5件の申告が

あったが、初期対応が良かった為、すべて早期に解決した。 

 

⑪ 女子教育の実践 

 ア 品格のある学校作りのための女子教育について、具体的に考え、品格の向上に努める。 

 イ 総合的な学習の時間を利用した茶道、いけばな、作法の授業の実施。 

  昨年度と同様に、1年生普通科（女子）、3年生保育福祉科（男女）が総合的な学習の時間に、

茶道・いけばな・作法（着付け）の授業を体験した。 

  宗編流茶道で、基本的動作とお運びまで、いけばなは小原流初等科を修了して認状を得た。

作法では、浴衣の着装と日常のマナーを学んだ。 

  また、いけばなでは、第 27回小原流青森地区学生いけばな競技会で 15校 153名の中から、

準優秀賞に 2名入選した。 
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⑫ キャリア教育の充実 

 ア 職業観の育成のために、インターンシップの実施ならびに外部講師を招聘する。 

   ビジネス科では例年通りインターンシップを実施した。 

   外部講師の招聘については、「ジョブカフェあおもり」の進路ガイダンスの際に 3 名の講

師を依頼し、3クラスに分かれて就職指導を行った。 

   また、「株式会社さんぽう」主催の 3 年生の進路ガイダンスでは、公務員希望者について

「さんぽう講師」による受験指導を行った。 

   学校全体での講演会等に関しては、今年度は進路指導主体となるものはなかった。また、

自衛隊講習会を 15回実施し、12名の合格者が出た（昨年は希望者が多く、18名合格して

いる）。今年度内訳は、一般曹候補生２名、自衛官候補生 10名であった。 

 イ 企業との連携を積極的に図る。 

   例年通り企業訪問を実施したことに加え、企業の就職担当者と直接交渉し、就職に繋げた。

過去に卒業生が就職している企業に関しては、今後も継続して送り出したい。 

 

⑬ 学校評価の実施 

  在校生、保護者、外郭団体の関係者及び中学校に学校評価アンケートを実施し、学校運営改

善の一助とする。アンケートは冬季休業中を予定している。 

  在校生の学校評価アンケートは、12月 22日（2学期終業式）に実施した。また、保護者と

外郭団体および教職員は、12月 23日～1月 20日の期間で実施した。2月末、報告書を提出

している。 

 

⑭ 生きる力を育む安全教育の実施 

  自らの安全確保はもちろんのこと、友人や家族、地域社会の人々への安全にも配慮する大切

さについて一層理解を深める。また、心肺蘇生法などの応急手当の理解度を高め、適切な処置

が実践できるようにする。さらに、安全で安心な社会づくりに積極的に関わり、地域の活動や

災害時のボランティア活動等に参加する。避難訓練・性教育講演会は、年 1 回以上必ず実施

する。 

  7月学校医師会からドクターの派遣を得て、1年生を対象に性教育講演会を実施した。 

  9月八戸東消防署の指導を受けながら避難訓練を実施した。講評に関しては、「概ね良い」と

の評価であった。 

  11月「聖マリアンナ医科大学」学長による、「生きる力を育む教育講演会」を実施した。  

  応急手当・救命法については、保健体育教科において全生徒が学習している。 

 

  4) 財政基盤の強化 

① 系列学校への入学 

  系列学校への興味・関心・理解を深められるように、1・2 年生から系列学校を意識した具

体的な進路指導ができるように、情報を提供していく。また、オープンキャンパスへの積極的

参加を呼びかけ、美保野キャンパスでの体験が入学への意欲に繋がるように働きかける。 

  例年通り進学希望の生徒全員に系列校パンフレットを配付した。オープンキャンパスには

1・2年生の参加も呼びかけた。今年度の法人内系列学校に進学した生徒の総数は、74名（昨

年 88名）で、八戸学院大学 24名（昨年 30名）、八戸学院短期大学 35名（昨年 41名）、専

攻科 15名（昨年 17名）となっている。 

 

② 退学削減策の実施 

  職員会議等を通して全職員が「日本一面倒見が良い学校づくり」を目指すことを目標とし、

このことを以って保護者の学校理解を深めてもらうとともに、相互の信頼関係を築くことで、

日頃の学校生活における問題点を解決しながら、充実した学校生活を過ごせるように努める。

また、家庭訪問等細やかな生徒指導を実践し、日常生活の充実を図ることで、退学者を未然に

防ぎ、さらに、経済的理由により、修学困難な生徒については、社会福祉協議会から借り入れ

を勧めるなど、事務長が保護者と面談し、納入計画の相談に応じ、退学者防止を図り成果を出

す。 
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  計画的に職員会議等を開催し、目標である「日本一面倒見が良い学校づくり」を目指すこと

を全職員が常日頃から繰り返し意識して実践している。保護者が学校を訪問する機会を捉えて

このことについて理解を深めてもらうことができている。このような取り組みの効果により、

学校生活における諸問題点を初期の段階で認知して対応することで、生徒が充実した学校生活

を過ごせるようになっている。また、家庭訪問の実施、適時適切な生徒指導の実践により、退

学者を未然に防ぎ、退学率も 0.48％と低い値で推移している。さらに、社会福祉協議会から

借り入れを含め、保護者との直接面談で、学納金の納入計画の相談に応じるなど、生徒の就学

環境に留意したことも、退学抑止に効果を上げているものと認識している。 

 

③ 入学者確保の中長期計画目標の実施 

  希望する学校に合格できるよう適切な進学指導と実社会に連動した実践指導が展開される

進路指導の充実、さらに授業の内容をより工夫し密度の濃い楽しい授業と明るく快適な学校生

活ができる環境の整備、そして、より活発な部活動と国際貢献を視野に入れた国際交流を行う

と共に、中学校との連携を強化し、外部に積極的に PRを行い目標の実施を図る。 

  志望校に合格できるように「夢をかなえる進学指導」と「実社会との連動した感動の実践指

導」を展開し、同時に、教員に関しては、授業の内容を工夫し楽しい授業の実践を行う計画を

した。実際には行事等により十分な時間を割くことができなかったものの、行事の企画等を行

うことで、教員の意識高揚をはかることができた。また、明るく楽しい快適な学校生活ができ

る環境の整備、活発な部活動と国際貢献を視野に入れた国際交流に関しては、大いに成果を出

すことができた。ただし、近隣中学校や塾等、地域との連携強化については、広報活動が十分

ではなかったと認識しているので、次年度からの課題として取り組むことにしている。 

 

 (6) 八戸学院光星高等学校専攻科 

   自動車整備士及び介護福祉士のニーズに対応できる確かな知識と技術を習得した人材育成を目

指し、個性ある教育を推進する。 

 

  1) 自動車科 

① 変革する自動車整備業界への対応 

 ア ハイブリッド車、ＥＶ車などの点検や整備に対応できるようスキャンツールを用いた自動

車実習授業を多く展開して理解を深めた。 

 イ 自動車の最新技術を習得するため各メーカー（ディーラー）の協力を得て自動車技術セミ

ナーを開催し理解を深めた。 

  ・マツダセミナー   4月 12日、 9月  1日 

  ・スズキセミナー   5月  6日、10月 20日 

  ・トヨペットセミナー 6月  9日、10月 18日 

  ・ダイハツセミナー  10月 14日 

  ・三菱セミナー    10月 21日 

 ウ 業界の即戦力となる人材育成を目指し、「低圧電気取扱特別教育講習」や「損害保険募集人

（一般試験・自動車保険単位）講習」、「ソーシャル検定」など多くの専門分野の資格講習を実

施したことにより有資格者が増加した。 

 

② 社会のニーズに応え、自動車整備士の人材確保対策 

 ア 光星高等学校工業技術科自動車整備士コース 3年生の生徒全員を招いて、専攻科において

体験実習を実施した。「株式会社スズキ自販青森」の協力もあり専攻科教員による実習と企業

での実習を体験した。（7月 14日） 

 イ 「青森県専修学校各種学校」主催による「青森県職業体験フェア」に参加し、来場した中

学高校生に自動車整備士の仕事内容や魅力を発信した。（6月 24日、八戸市東体育館） 

 

③ キャリア教育の充実 

 ア 自動車整備業界の理解を深める目的で「校外実習」（1年次 2週間）を実施した。 

 イ 企業研究や就職試験について意識の高揚を図るため「企業説明会」を実施した。 
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 ウ 就職に強い人材の育成を目指し、キャリア教育に係る科目ではパソコンによる情報処理を

取り入れ実施した。（平成 28年度の就職率は 100％達成） 

 エ 地域貢献活動の一環として、八戸市の「クリーンパートナー事業」に参加して清掃活動を

実施し、八戸市のホームページでも紹介された。（9月 30日） 

 

  2) 介護福祉科 

① 即戦力となり得る介護福祉士の育成 

 ア 介護実習教材モデルの調達により、医療的ケアや日常生活援助について充実した体験学習

ができ介護施設実習に役立てることができた。 

 イ 医療機器会社「フィリップス社」を招いての「医療的ケア」についての講義は介護福祉士

としての実践に役立つ内容であった。また、「八戸市ろうあ協会」の講師による「手話講座」

は、聴覚障がい者への対応について学びができ、八戸学院フェスタや施設訪問で成果を発表

することができた。さらに、福祉機器専門職による「生活支援技術 B・居住環境」の講義や

研修旅行で参加した「国際福祉機器展」での学びは介護実習に大いに役立てることができた。 

 ウ 介護の現場で必要とされるコミュニケーション力が高まるようコミュニケーションを専門

分野とする講師を招き講義を取り入れた。その結果、対人援助職を目的とする基本的なコ

ミュニケーション技術を習得し介護施設実習に臨むことができた。 

 エ 介護福祉の現場で必要な記録や記述方法について個別指導を実施し全学生が介護実習の単

位を修得することができた。 

 オ 介護福祉士養成施設での２年間の集大成として、卒業前に事例検討報告会を実施した。 

 

② 社会のニーズに応え、介護福祉士人材確保対策 

 ア 介護の現場では介護福祉士不足が深刻であるため、オープンキャンパスの開催、青森県職

業体験フェアに参加して地域社会に向けて介護福祉士への理解と本校の PRに努めた。 

 イ 委託生受け入れを推進した。 

 ウ 進路について迷いのある学生に対し、介護福祉士資格取得に向けての学業継続について、

きめ細やかな支援をした。 

 

③ キャリア教育の充実 

 ア 職業理解などのために関係施設等でのボランティア活動を推奨し、夏季休業中には延べ 99

名、冬季休業中には延べ 30名の学生が活発に活動して地域貢献に努めた。 

 イ 情報社会に対応できるよう情報処理技術の習得を目指し、１年次は前期、２年次では後期

に講義を実施してレポート作成、検討事例の論文作成に役立てることができた。 

 

  3) 財政基盤の強化 

① 法人内各学校からの入学 

 ア 法人内各学校からの入学数 

   八戸学院光星高等学校から    18名入学（自動車科 8名、介護福祉科 10名） 

   八戸学院野辺地西高等学校から   7名入学（自動車科 6名、介護福祉科  1名） 

 イ 学校説明会の実施 

  ◇ OTA総会後学校紹介活動を実施。（八戸学院光星高等学校） 

  ◇ 教職員への学校説明会実施。（八戸学院光星高等学校） 

  ◇ 生徒への学校説明会実施。（八戸学院光星高等学校、八戸学院野辺地西高等学校） 

 ウ 「推薦入試」を 9月、12月、3月に実施し受験機会を増やすとともに就職内定者との内定

発表時期の遅れ回避に配慮した。 

 エ 学校訪問を多数回実施し、専攻科の情報発信に努めた。 

 オ 専攻科体験実習を実施し本校自動車科・介護福祉科をアピールした。（八戸学院光星高等学

校工業技術科自動車整備士コース、保育福祉科福祉コース） 
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② 退学防止策 

 ア 学生の生活状況に留意し、きめ細やかな教育活動を実施した。 

 イ 学校生活での満足度向上を目指し指導法や環境整備について再検討及び実践をした。 

 ウ 平成 28年度退学者の状況 

  ◇ 自動車科 1年生   1名（経済的理由） 

  ◇ 自動車科 2年生   3名（経済的理由 3名） 

  ◇ 介護福祉科 1年生    1名（進路変更） 

 

 

 

 (7) 八戸学院野辺地西高等学校 

  1) 新入生つなぎ教材の作成 

 新入生に対して、一日入学（入学に対する説明会）から入学式までの期間、国語・英語・数学

の 3教科の学習課題を課した。入学する生徒の基礎学力の向上と入学後の授業に円滑に取り組め

るようにするための「つなぎ教材」である。また、家庭学習の習慣化もねらいとしている。 

 3 教科の編集による本校独自の教材である。入学式後に、テキストの提出を求めるとともに、

テキストを試験範囲とする「新入生基礎学力試験」を 4月中旬に行ってその成果を確認している。 

 この「つなぎ教材」の活用として、学習指導の参考となることはもちろん、クラス編成や授業

編成、進路指導の重要な資料としている。 

 その試験結果は、国語の平均点が 50点、英語が 35点、数学が 30点で、英語、数学の基礎学

力が不足していることが分かった。基礎学力の不足をどう向上させるかを、今後の課題で対応を

検討していきたい。 

 

  2) シラバス「完成版」の作成発行 

 年度末を完成予定として、専門教科科目を組み入れたシラバスの作成に取り組み、発行した。 

 このことで、総合学科のガイドブックがリニューアルされ、平成 29 年度新入生から活用して

いく。 

 

  3) 作物づくり体験 

 3年生 10名（男子 8名、女子 2名）が総合的な学習の時間に作物づくりを体験した。土作り

から収穫までの過程の作業体験を通し、作る喜び、自然への感謝など、作物を収穫するまでの作

業を生徒達が協力しながら行った。草むしりや水まき作業などを通し、心の育成に取り組むこと

が出来た。 

 

  4) インターンシップの実施 

 産業現場における就業体験実習（インターンシップ）を平成 28年 8月 31日～9月 2日の 3

日間、野辺地町、むつ市、東北町、東通村、横浜町など生徒の居住地を主として 11事業所で 15

名の生徒が体験した。 

 これは、日常の学習成果の確認と、産業社会における専門知識や技術習得、職場のマナーや勤

労の大切さを学び、将来の進路を考える上で、職場の実体験をする。また、職場で働く人と接す

ることにより、正しい勤労観、職業観を学ぶと共に、将来の生活設計を考える機会としている。 

 昨年度までの実施状況を踏まえ、生徒の態度、服装等については事前指導で厳しく注意をして、

指導に従えない生徒に関しては体験を自粛させた。どの事業所からも、忙しい中で指導すること

の難しさを訴えられた。同時に、最近は中学校からの依頼も多く日程調整が難しい状況である。

それゆえに、受け入れ企業側としては、意欲のある目的意識のある生徒を希望していた。 

 巡回指導では、事業所から生徒の真面目な実習態度に高い評価をいただいた。 

 生徒の感想文からは、「短い間だったけどめちゃくちゃ疲れました。でも、とても有意義な体験

をすることが出来ました。」、「仕事の大変さを学ぶ事が出来ました。とても楽しかった。」などと、

3日間の充実した様子が記されていた。 
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  5) のへじ祇園祭合同運行参加 

 「保元の乱 鎮西八郎為朝」をテーマに生徒と全教職員で山車の制作に取り組んだ。 

しかしながら、あいにくの台風で祭りの中止が決定されたため、生徒及び給食の準備にあたっ

た PTAは、勇姿を披露することができず残念であった。 

 

  6) のへじ祇園囃子保存部 

 「のへじ祇園囃子保存部」では 2年生 9名が木曜日の 5・6校時に練習を行った。 

 発表の場は「祇園祭り」での山車の上で演奏であったが台風のため中止になり成果を披露する

ことができなかった。 

 ただし、「野辺地町郷土料理を楽しむ会」に参加し演奏することができた。 

 「八戸学院フェスタ」では、3年生 8名、2年生 4名で参加し、はっちで「けん」、「がく」を

奏でて、アンコールの声もかかるなど好評を博した。 

 平成 29年度は 1年生の新入部員がたくさん入ることを期待したい。 

 

  7) ものつくり研究 

 5月、「原燃テクノロージーセンター」主催、「サイエンスフェスティバル」に「出前ゲーム」、

「熱気球フライト」が参加協力をした。 

 7月、野辺地町漁港におけるお祭りでは「電動新幹線模型ハヤブサ」の参加協力をした。 

 同じく野辺地潮騒公園での「常夜燈フェスタ」では、「出前ゲーム」、「電動新幹線模型ハヤブサ」

の参加協力をした。 

 9月、岩手県山田町で「震災復興支援事業」に参加し「熱気球フライト」、「出前ゲーム」を行

い「野辺地西高祭」では「ミニ 4駆大会」を開催した。 

 11月、「神奈川工科大学」主催の「福祉アイディアコンテスト」に参加、入賞しプレゼンテー

ションを行った。 

 どの事業においても、大きなトラブルもなく終えることができた。また、近在の子供たちにも

好評であった。 

 今後も安全で、みんなが楽しめるような工夫を凝らした物にしていきたい。 

 しかし、参加する生徒が少なくなる漸減傾向であり、生徒の確保が課題である。参加した生徒

の感想からは「お礼や、感謝の言葉をいただき嬉しい気持ちや自分が他の人の役に立てるという

ことで、ますます頑張ろうと思いました。貴重な体験をしました。」などと述べている生徒も存在

するので貴重な体験の機会を無くさないよう生徒にアピールしていきたい。 

 

  8) 高大連携（3 か年を見据えた進路指導） 

 11月 28日に、1年生全員を八戸学院大学・八戸学院短期大学・八戸学院光星高等学校専攻科

を訪問させた。施設・設備を見学し、学校説明を受け、また学生食堂を利用する等、法人内上級

学校への進学意識を高めた。 

 10月 23日（1学年）、12月 14日（2学年）、1月16日（1学年）、2月 6日（1学年）には、

「総合的学習」や「産業社会と人間」の授業時間を利用しての進路ガイダンスを本校で開催し、八

戸学院大学・八戸学院短期大学・八戸学院光星高等学校専攻科の担当者が来校し、学校紹介・職

業教育・模擬授業等を行った。 

 また、10月の文化祭において、法人内上級学校紹介のコーナーを設け、キャリア支援課担当者

から、本校来校者に対して、法人内上級学校についての情報を提供した。 

 今後も、上記の様な法人内上級学校への学校訪問、進路ガイダンスでの職業教育・模擬授業等

を継続して行い、一人でも多くの生徒が法人内上級学校へ進学するように努めたい。 

 

  9) 朝の学び（朗読と書写）実施 

 朝のホームルーム時間の配分により今年度は実施できなかった。 
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  10)  退学防止対策 

① 1学年  退学者 6名 （理 由：進路変更） 

  生徒個々に応じた指導を行う 

  退学した生徒の多くは、中学校時の不登校生、学習障害が疑われる生徒のため、担任、副担

任そして学年の教師が全員で生徒の対応にあたった。 

  問題行動等があった時には、生徒指導部と連携をとりながら対応にあたり保護者との連携を

はかりながら、かつ、個々の生徒の個性を伸ばしながら、楽しい学校生活を送れるような環境

を作るように対応した。 

② 2学年  退学者 1名 （理 由：進路変更） 

  対象者の状況に応じた手厚い指導を行う。 

  個々の生徒に対する理解の深化、個性の尊重に一層配慮する。その際、特にホームルーム活

動の内容の改善・充実を行い、教師と生徒、生徒相互間の好ましい人間関係の構築に努めた。 

  生徒の様々な相談にいつでも適切に対応できる体制を整えることに努めた。（クラスを超えた

連携共通理解）特に、入学当初から学校生活に違和感や不満足感を持っているような生徒に対

する適切な適応指導の充実が重要で、問題行動の多い生徒に対しては、本人から良く事情を聞

くなど生徒の個々の状況に十分留意し、真に教育的効果を持つ配慮する必要がある。 

③ 3学年 退学者 なし 

  最高学年としての自覚を持たせ早期に進路を決定させ社会に通用する資格取得に務め卒業に

向けた姿勢を持たせる。 

  不登校、長期欠席、問題行動から退学に至るので、無断欠席が３日以上になったら家庭連絡

をとり保護者の協力をお願いした。また、個々に合わせた（能力等）指導に心掛け、学級経営

で指導を素直に受け入れない場合は早期の指導に努めた。 

 

  11)  財政基盤の強化 

     法人内各学校への入学者数  （ ）内は昨年度の数 

  八戸学院大学      6名（ビジネス学科 5名（3）、看護学科 1名（0）） 

  八戸学院短期大学    4名（幼児保育学科 1名（3）、ライフデザイン学科 3名（１）） 

  光星高等学校専攻科   4名（介護福祉科  3名（1）、自動車科 1名（6）） 

  今年度の卒業予定者 89名の内、進学者数は 33名（大学 10名、短大 6名、専門学校等 17

名）であった。来年度も進学率を高め、法人内上級学校への進学者が一人でも多くなるように

努めたい。 

 

 

 

 (8) 八戸学院短期大学附属幼稚園 

  1) 重点目標 

 教員の質向上と「丁寧な保育」を目指す 

  2) 実施した事業 

① 幼児教育の充実 

 ア 園外研修 

  ◇ 青森県私立幼稚園教員研修大会・・・7名参加 （5月 7日） 

  ◇ 障がいの見極めと特徴の理解 ・・・3名参加 （6月 12日） 

  ◇ 東北地区私立幼稚園教員研修大会  全教員参加（8月 18・19日） 

  ◇ 乳幼児期の発達理解と家庭教育支援・1名参加 （9月 10日） 

  ◇ 愛着と脳の発達について     ・2名参加 （9月 26日） 

  ◇ 全日本私立幼稚園連合会 設置者・園長全国研修大会・・園長参加（10月 17・18日） 

 イ 園内研修 

  ◇ 乳幼児の病気と感染症について 

                （講師：八戸学院大学看護学科 山野内講師）（8月 12日） 

  ◇ 気になる子の情報交換       （毎月実施） 

 



 35 

 ウ 教育相談・教育講演 

  ◇ 教育相談   （全園児対象として 7月と 12月に実施） 

  ◇ 教育講演 

     就学を意識した「入学前にできるようになってほしい事」（講師：元小学校教員） 

     「子どもの歯について」（講師：八戸市よしだ歯科医院医師） 

 エ 附属 3園合同研修 

  ◇ 理事長講話「私学人としての教員」        （4月 9日） 

  ◇ 講 話「子どものリズム運動」 

       （八戸学院短期大学幼児保育学科 澤井教授）（1月 6日） 

 オ 絵本の読み聞かせ 

   月 2回の貸し出しと、玄関に誰でも借りられるコーナーを設置 

 

② 認定こども園への移行にむけて 

 ア 八戸市子どもみらい課訪問により手続情報等の確認をした。 

 イ 乳幼児の心と体について研修を実施した。 

 ウ 定期的に関係者（法人内担当者、園内職員）との情報の共有を図った。 

③ 法人内上級学校との連携（園児・教員） 

 ア 英 語   （年間 8回） 

 イ リトミック （年間 4回） 

 ウ 造 形   （年間 9回） 

 エ 歌唱指導  （年間 6回） 

 オ ピアノ指導 （年間 6回） 

 

④ 体験学習 

 ア 1学期 

  ◇ サツマイモの苗植え 

  ◇ 「夏のお楽しみ会」（おはなし会と「マグネットスクール」（講師：小学校校長）） 

 イ 2学期 

  ◇ 八戸短期大学での造形指導、和楽器と植樹体験、「東北フリーブレイズ」と交流体験 

  ◇ サツマイモ掘り 

 ウ 3学期 

  ◇ 小学校にて児童と授業体験交流 

 

⑤ 外部講師による専門指導 

 ア 年長児    …体育指導（カワイ体育指導 年間 11回） 

 イ 年中児、年少児…音楽指導（ヤマハ音楽指導 年間  9回） 

 

⑥ 子育て支援 

 ア 0歳からの「未就園児教室」 年間 25回実施 平均参加者 約 20名（登録者数 70名） 

 イ 「プレスクール」      年間 42回実施 定員 10名 

 ウ 子育てについて講演 

       …乳幼児の運動遊び、乳幼児の食育、八戸短期大学学生による手遊びとお話 

 

⑦ 特別支援教育 

 ア 特別支援要員を配置し支援の方法を探る 

 イ 気になる子の様子を定期的（月 1回）に情報交換する（全教員が情報を共有） 

 ウ 「八戸市子ども支援センター」と連携し、適切な指導方法の助言を得る 

 エ 就学児について進学先の小学校と情報交換を実施 
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 (9) 八戸学院短期大学附属幼稚園 聖アンナ 

  1) 重点目標 

 モンテッソーリ教育の充実 

  2) 実施した事業 

① 幼児教育の充実 

 ア 園外研修 

  ◇ 京都モンテッソーリ教育研修会・・・3名参加 （7月 16・17日） 

  ◇ 京都モンテッソーリ教育基礎コース・3名参加 （8月 1～10日）（札幌会場） 

  ◇ 日本モンテッソーリ教会全国大会  3名参加 （8月 7～9日）（広島大会） 

  ◇ 京都モンテッソーリ教育基礎コース・1名参加 （1月 10日） 

                             （見学実習：深草こどもの家） 

 イ 園内研修 

  ◇ 職員対象研修        全員（10名）参加（4月 4日、8月 19日、1月 6日） 

  ◇ 保護者対象研「お母さんのためのモンテッソーリ教室」      （年間 9回実施） 

 

② 法人内上級学校との連携（園児・教員） 

 ア 英 語   （年間 8回） 

 イ リトミック （年間 3回） 

 ウ 造 形   （年間 8回） 

 エ 運動遊び  （年間 15回） 

 オ 歌唱指導  （年間 6回）教員対象 

 カ ピアノ指導 （年間 6回）教員対象 

 

③ 「子どものためのクラシックコンサート」開催 

  演 目：ハンドベル（八戸学院短期大学イングリッシュハンドベルの会OB・OG） 

     ：弦楽アンサンブル（弦楽アンサンブル スィートハーツ） 

     （2月 5日、八戸グランドホテル、園児及び保護者 250名余参加） 

 

④ 教育後援会開催 

  演 題：「子ども一人一人の特性に応じた子育て～小学校就学に向けて～」 

  講師：（千葉隆史（元八戸第二養護学校校長、県教育庁三八教育事務所教員支援アドバイザー）） 

     （9月 30日実施） 

 

⑤ 未就園児教室の充実 

 ア 0歳からの「未就園児教室」…     年間 12回実施 定員 15名（充足率 100%） 

 イ 0～2歳までの「ベビーマッサージ教室」年間 8回実施 （本 園） 

                      年間 10回実施（南部山健康運動センター） 

 

 

 

 (10 ) 八戸学院短期大学附属幼稚園 第二しののめ 

  1) 重点目標 

   ① 教育環境の整備 

   ② 教育の資質向上と研修の充実 

  2) 実施した事業 

① 教育環境の整備 

 ア 2 階トイレの配管修繕と大人用トイレを設置することで、トイレの環境が整備され保護者

からも良い評価を得た。 

 イ 学校環境検査を実施。照明照度不足の指摘を受け、照明入替工事を行った。園内照明器具

を LED に交換することで、明るい環境の中で子どもたちが、充実した保育活動を展開する

ことができた。 
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 ウ 使用している複合機の老朽化に伴い業務処理を効率的に遂行できるように複合機の入替を

行い、園運営を円滑に進めることができた。 

 

②教育の資質向上と研修の充実 

 ア 園外研修 

  ◇ 京都モンテッソーリ教育基礎コース・1名参加 （札幌会場） 

  ◇ 特別支援教育研修会        4名参加 

  ◇ 青森県私立幼稚園教員研修大会   4名参加 

  ◇ 東北地区私立幼稚園教員研修大会  3名参加 

  ◇ 全日本私立幼稚園連合会園長全国研修会 園長参加 

  ◇ 八戸市医師会乳幼児保健講習会   2名参加 

 イ 園内研修 

   「保育の振り返りと見直しについて」をテーマに研修を行い、子ども観や保育の見直しを

することで保育記録の活用や環境構成のあり方をより工夫できるようになった。（月 1回） 

 ウ 附属 3園合同研修 

  ◇ 理事長講話「私学人としての教員」        （4月 9日） 

  ◇ 講 話「子どものリズム運動」 

       （八戸学院短期大学幼児保育学科 澤井教授）（1月 6日） 

 

③ 豊かな表現活動の推進 

  次の絵画展に作品を出品した。 

 ア 東奥児童美術展（入選 2名） 

 イ 世界児童画展 （入選 5名） 

 ウ 教育児童画展 （入選 5名） 

 

④ 法人内上級学校との連携（園児・教員） 

 ア 英 語   （八戸学院大学教員） 

 イ リトミック （八戸学院短期大学教員） 

 ウ 八戸学院短期大学のゼミ活動において、音楽・言葉などの表現活動や食育活動を通して学

生と交流を深めた。 

 

⑤ 子育て支援の充実 

 ア 0歳からの「未就園児教室」（ポケット広場） …平日 10回、土曜日 9回実施  

 イ 「親子の広場」 

  ◇ 「親子でリズム遊びを楽しもう」（講 師：花田音楽教室 花田可奈子氏） 

  ◇ 「親子運動遊び」（講 師：八戸学院短期大学幼児保育学科 澤井教授） 
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3．法人内教育機関の連携強化 

 (1) 八戸学院大学・八戸学院短期大学と八戸学院光星高等学校・八戸学院野辺地西高等学校の連携

を、教員間の交流や学生・生徒の連携活動の推進強化 

法人内「高大連携協議会」を通じて、八戸学院大学・八戸学院短期大学との間で継続して、以下

の事項を実施した。 

  1) 系列高等学校教員に対する入学試験説明会、生徒に対する上級学校説明会 

    大学・短期大学の教育内容に対する理解を深化させた。 

  2) 光星高等学校 PTAによるキャンパス見学会、光星高等学校生徒によるインターンシップ 

    保護者および生徒に大学、短期大学での学生のキャンパスライフの実際を見ることで理解を深

化させた。 

  3) 大学・短期大学と系列高等学校との入学試験制度改正について、平成 27年度からの課題とし

て検討を行った。その結果、大学、高等学校の意見の一致が図られず継続協議とした。 

  4) 八戸学院短期大学と附属幼稚園の連携については、各種行事・実習等を通して活発に展開し、

各行事などマスコミ等にも取り上げられ、その優位性を広くアピールしている。 

   光星高等学校と附属幼稚園との連携については、施設が隣接していることもあって、設備、駐車

場などを共有することで教育活動がスムーズに展開することができた。 

 

 (2) 法人内全教職員の知的財産を最大限活用した学生・生徒・園児の教育環境の充実 

英語、造形、リトミックなどの各分野で、継続して大学・短期大学の多くの専任教員が指導にあ

たり、保護者から好評を得ている。また、短期大学、光星高等学校では、関係する学科の学生・生

徒による幼稚園実習等を通じた交流が日常的に展開され、学生等と園児双方にとって将来役立つ環

境を作ることができている。 

 

 

4．地域社会との連携による人材育成 

 (1) 地域連携研究センターにおいて、地域文化研究室、地域産業振興室、地域スポーツ科学室、

国際交流室、地域連携推進室における、地域に貢献できる事業・企画並びに研究を推進 

    本報告書 21ページに記載の通り、「地域連携研究センター」において各種事業を展開している

が、研究対象となる案件が必ずしも多くなく、今後の課題と言える。 

 

 

 (2) 八戸学院大学・短期大学教育研究社会貢献後援会の会員増強を図り、地域企業との連携を拡

大し、地域貢献のための教育研究活動の強化推進 

    会員増強については、会長の尽力により 4社の増加が図れた。また、地域企業との連携による 

地域貢献につながる活動については着実に増加している。 

 

 

5．施設設備の整備推進 

 (1) 大学講義室等の冷房設備の整備 

    今年度は、八戸学院大学から要望の強かった「520 教室」（大型階段教室）への冷房設備の設

置を行った。今後は一般講義室についても順次設置を目指す。 

 

 (2) スポーツ施設の整備の計画的実施 

    厳しい財務状況から、今年度は、大規模なスポーツ施設の整備は見送りとした。緊急性の高い 

「光星高等学校」の体育館の床の補修を実施した。 
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6．経営基盤の見直し 

 (1) 新立体的学園構想に基づき、「新構想推進戦略会議」を設立して具体実施案を構築し実行 

    ① 「八戸学院短期大学」を平成 29 年度より「八戸学院大学短期大学部」への名称変更を実

施した。 

    ② 「八戸学院大学ビジネス学部」の見直しを図り、平成 30-年度の「地域経営学部」への移

行を決定し、文部科学省への必要な手続きを開始した。 

    ③ 「八戸学院大学短期大学部ライフデザイン学科」の平成 30年度の募集停止を決定した。 

 ④ 「八戸学院幼稚園」の「幼保連携型認定こども園」への平成 30年度移行を決定した。 

 ⑤ 平成29年度より法人事務局機能強化のため総務部1部体制から、専門性を重視し総務部、 

財務部の 2部体制に変更した。 

 

 

 (2) 業務改善努力を継続 

  1) 監事による平成 28 年度監事監査、監事・常務理事・業務担当者および監査室員による監事会

等の実施状況は、次のとおりである。 

月 日 会 議 等 の 名 称 

5 

18 

24 

25 

第 1回監事監査 

会計監査人の平成 27年度会計監査報告（講評） 

第 1回理事会・評議員会、第１回監事会 

7 5 第 2回監事会、第 2回監事監査 

9 
17 

23 

平成 28年度八戸学院教育に関する研究発表会 

第 2回理事会・評議員会、第 3回監事会、第 3回監事監査 

10 21 文部科学省主催平成 28年度学校法人監事研修会 

11 
24 

25 

第 4回監事監査 

第 3回理事会・評議員会、第 4回監事会 

12 13 第 5回監事監査 

2 
23 

24 

第 6回監事監査 

第 4回理事会・評議員会、第 5回監事会 

3 
23 

24 

第 7回監事監査 

第 5回理事会・評議員会、第 6回監事会 

 

  2) 監査室による平成 28年度内部監査の実施状況は次のとおりである。 

被 監 査 部 局 監 査 事 項 

法人本部（総務部） 

1．平成 27年度イノベーションプログラム（基金）研究等補助金の 

執行状況等について 

2．育英・奨学事業（育英・奨学規程 28.4.1 施行）の取扱について 

3．固定資産管理について 

八戸学院大学 

八戸学院短期大学 

1．平成 27年度イノベーションプログラム（基金）研究等補助金の 

執行状況等について 

2．育英・奨学事業（育英・奨学規程 28.4.1 施行）の取扱について 

3．大学・短大における各種会議等の開催状況について 

4．固定資産管理について 

八戸学院光星高等学校 

八戸学院野辺地西高等学校 

1．育英・奨学事業（育英・奨学規程 28.4.1 施行）の取扱について 

2．高等学校・幼稚園における学校評価について 

3．変形労働時間制および３６協定に係る労使協定の締結について 

4．固定資産管理について 

八戸学院短期大学附属幼稚園 

八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ 

八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ 

1．高等学校・幼稚園における学校評価について 

2．固定資産管理について 
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  3) 平成 28 年度における会計監査人、監事および監査室による情報交換会の実施状況は次のとお

りである。 

実施日 事      項 

5月 18日 
1．会計監査人による平成 27年度会計監査の実施状況について 

2．監査室による平成 28年度内部監査の実施について 

12月 13日 
1．会計監査人による平成 28年度会計監査の実施状況について 

2．監査室による平成 28年度内部監査の実施結果について 

 

  4) 監事・監査室等の研修 

   ① 文部科学省主催の「学校法人監事研修会」（10月 21日開催）に監事 2名が参加して最新の

情報収集に努めた。 

   ② 平成 28年度内に 6回の監事会を開催し、監事、常務理事、監査室および業務担当者（監事

会構成員）が種々の情報を共有して理解を深めた。 

 

 (3) 八戸学院短期大学に対する外部評価機構による認証評価受審の態勢に万全を期す 

    外崎八戸学院短期大学学長のリーダーシップのもと準備を進め、平成 28年 9月 29日、

30日に外部評価員による実地調査を経て、『適格』の認定を得た。 

 

 (4) 少子高齢化に対応し、本学の人材育成と密接に関連する社会福祉関連事業との連携を強化 

   美保野キャンパスに「特別養護老人ホーム」の建設を目指し、八戸市の公募に申し込みを行った

が、2次審査において落選し、本計画は断念した。 

   野辺地キャンパスの有効利用において社会福祉事業者との協議がまとまり、「グループホーム」の

開設を実施した。 

 

 

7．財政基盤の強化と健全化 

 (1) 収容定員を満たす学生を確保し、支出経費の精査と収入に見合った支出方針により収支の

均衡を目指した経営の安定化 

   少子化の影響により幼稚園、高等学校の収容定員に対する充足率が低下している状況から、学納

金収入が当初見積予算より下回っている。このことから、予算編成時に経費について十分な協議を

行い、収入に見合った規模への支出予算修正を行い、収支のバランスをとりつつ、教育の質の確保

に取り組んでいる 

 

 (2) 奨学生比率の増加傾向に対し、その有効的活用法について再検討 

    大学、高等学校の学長、校長と個別に協議を実施し、特に「創造育成奨学生」の抑制について

検討を行った。その結果、増加率に一定の歯止めをかけることができたものの、有効的活用法には

十分な成果を上げるまでに至っておらず、今後とも検討を行っていくこととした。 

 

 (3) 学納金収入拡大のための方策としての法人内進学における入試制度の見直し 

    法人内進学に関する新たな選抜制度の構築を目指したが、高等学校、大学の間に意見の食い違

いもあり、最終決定まで至らなかったため継続協議とした。 

 

 (4) イノベーションプログラム（基金）について学校教育の充実に向けた具体的取り組み（教

育環境整備、教育改革、創立 60 周年記念事業）を示し、税制優遇措置の広報も徹底すること

での協力要請継続 

   学校法人への寄附に対する「税制優遇」に関する広報活動の成果もあり、寄附金募集に対して理

解が深まっており、多くの人物・企業等から継続して毎年寄附を受ける状況となっている。 

  また、「学校法人光星学院創立 60周年記念事業」に対する寄附金募集においては、多くの企業並び

に個人の賛同を得ることができた。 
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8．業務改善への継続的な取組み 

 (1) 事務職員の能力開発の推進と事務処理の効率化 

    事務職員については、階層別外部研修への参加を促し能力開発を行っている。 

    事務処理の効率化については、業務推進にあたって各規定との照合について習慣化させ、知識

の向上とミスの減少を図っている。 

 (2) FD・SD活動を積極的に展開 

   【FD 活動】 

活動 月日 内容 

1)FDワークショップ 平成 28年 12月 ７日（水） 「みんなで取り組み学び合う授業づくり」 

2)授業評価アンケート 平成 28年 ７月 ８日（金）～ 

８月 ２日（火） 

平成 28年 11月 28日（月）

～ 

12月 22日（木） 

1科目以上の授業評価を受け、評価の集計及び学

生の要望を踏まえ、教員からの改善事項等のコメ

ントを付け加える。 

3)公開授業・授業参観 平成 28年 ６月 13日（月）～ 

７月 １日（金） 

平成 28年 11月 1日（火）～ 

11月 18日（金） 

公開授業の実施及び授業参観を行い、教員相互に

よる授業評価アンケートを実施した。 

4)外部研修 平成 28年 ６月 ４日（土） ＦＤネットワーク“つばさ”第 17回ＦＤ協議会、

第9回“つばさ”プロジェクト運営協議会 

（ＦＤネットワーク“つばさ” 主催） 

平成 28年 ９月 ５日（月）～ 

７日（水） 

第16回山形大学ＦＤ合宿セミナー 

（山形大学教育開発連携支援センター 主催） 

平成 28年 ９月 13日（火） 平成 28年度ＦＤネットワーク“つばさ”学生ＦＤ

会議（会場 山形大学） 

（ＦＤネットワーク“つばさ” 主催） 

平成 28年 12月 10日（土） ＦＤネットワーク“つばさ”第 18回ＦＤ協議会、

第10回“つばさ”プロジェクト運営協議会 

（ＦＤネットワーク“つばさ” 主催） 

5)授業支援システム「は

ちキャン WEB」研修

会 

平成 28年 ４月 ４日（月） 新任教員向け授業支援システム研修 

平成 28年 ９月 12日（月） システム納入事業者による実習ならびに事例紹

介 

 

   【SD活動】 

種別 
研修会等 

開催日 内容 

職員ＳＤ 平成28年 5月 24日（火） 平成 28年５月実施の公認会計士中間監査の指摘事項 

職員ＳＤ 平成28年 8月 10日（水） 

～職員の意識改革や行動改革の向上を図る～ 

 ・法人創立60周年記念事業の実施状況と今後の計画について 

 ・本法人の監査機能と監査にまつわる諸課題について 

 ・本法人の財務状況と経営改善計画について 

職員ＳＤ 平成28年 9月 14日（水） 平成 28年度光星学院職員研修会アンケートの集計結果 

職員ＳＤ 平成28年 9月 17日（土） 

「第４回教育に関する研究発表会」 

・基調講演「全人教育について」 

・八戸学院大学高大連携の現状と課題-ビジネス学部を事例として 

・高等教育における情報リテラシーの現状と課題について 

・介護福祉士養成教育におけるボランティア活動のこれまでとこれ

から 

・35年目を迎える八戸学院 星の子音楽会の紹介 
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 (3) 関係法令の理解や意識改革を促進する教職員研修を継続して実施 

  1) 八戸学院内各学校の教育に関する研修について 

    理事・評議員並びに教員部門の管理職、事務部門の課長以上を対象として、9月 17日に、系列

校の各教育部門 4校の代表者から教育内容等を発表させる研修会を実施し、相互の理解を深めさせ

た。 

 

  2) 法人内幼稚園教員研修について 

    3幼稚園の教員を対象として、4月 9日理事長講話を「私学人としての教員」と題して行った。 

 また、冬季教員研修会として、1月 6日八戸学院短期大学の澤井教授による「子どものリズム

運動」について、幼稚園教諭等の実技研修会を行い、成果を得た。 

 

  3) 光星学院職員研修 

8 月 10 日、「職員の意識改革や行動改革の向上を図る」ことを目的として研修会を開催し、

92名が参加し、職員の就業意識を向上させた。 

 

  4) その他 

 会計監査が 5月 17・18日に実施され、その指摘された事項に対して、事務職員は、業務上の

指導の改善並びに積極的な業務改善に取組み、事務処理方法の迅速化等を目指して勤務に当たっ

ている。 
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 (4) 規程の制定・改正・廃止状況 

   平成 28年度における諸規程の制定・改正・廃止状況（理事会・常任理事会承認）は次のとおり

である。 

 

 

№ 規 程 等 の 名 称 制定 改正 廃止 常任理事会 理 事 会 施行年月日 

１ 学校法人光星学院監事会規程  ○  28. 5.13 28. 5.25 28. 5.25 

２ 学校法人光星学院監事監査規程  ○  28. 5.13 28. 5.25 28. 5.25 

３ 学校法人光星学院育英・奨学規程  ○  28. 5.13 28. 5.25 28. 6. 1 

４ 
学校法人光星学院イノベーションプログラム（基金） 

研究等補助金交付申請に係る公募要項 
 ○  28. 5.13 ―― 28. 6. 1 

５ 
八戸学院短期大学附属３幼稚園における預かり保育

料取扱要項 
 ○  28. 6.15 ―― 29. 4. 1 

６ 学校法人光星学院情報セキュリティポリシー ○   28. 6.15 ―― 28. 6.15 

７ 学校法人光星学院教職員安全衛生管理規程 ○   28. 7.14 ―― 28. 7.14 

８ 
八戸学院大学・八戸学院短期大学教職員安全衛生管理

規程 

  
○ 28. 7.14 ―― ―― 

９ 学校法人光星学院寄附行為  ○  28. 9.15 28. 9.23 29. 4. 1 

10 八戸学院短期大学学則  ○  28. 9.15 28. 9.23 29. 4. 1 

11 八戸学院短期大学附属幼稚園園則  ○  28. 9.15 28. 9.23 29. 4. 1 

12 八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ園則  ○  28. 9.15 28. 9.23 29. 4. 1 

13 八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ園則  ○  28. 9.15 28. 9.23 29. 4. 1 

14 八戸学院大学学則  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

15 八戸学院光星高等学校学則  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

16 八戸学院野辺地西高等学校学則  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

17 八戸学院短期大学附属幼稚園園則  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

18 八戸学院短期大学附属幼稚園聖アンナ園則  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

19 八戸学院短期大学附属幼稚園第二しののめ園則  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

20 学校法人光星学院運営組織規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

21 学校法人光星学院運営組織事務分掌細則  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

22 学校法人光星学院監査室規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

23 学校法人光星学院業務班管理運営施行細則  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

24 
学校法人光星学院スタッフ・ディベロップメント 

（ＳＤ）委員会規程 
 ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

25 学校法人光星学院システム委員会規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

26 学校法人光星学院就業規則  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

27 八戸学院大学・八戸学院短期大学教員人事考課規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

28 学校法人光星学院個人情報保護規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

29 学校法人光星学院増担手当支給に関する施行細則  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

30 学校法人光星学院文書取扱規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

31 学校法人光星学院事務決裁規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

32 学校法人光星学院公印取扱規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

33 学校法人光星学院危機管理規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

34 学校法人光星学院経理規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

35 学校法人光星学院経理規程施行細則  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

36 学校法人光星学院固定資産および物品管理規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

37 学校法人光星学院教職員宿舎管理規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

38 学校法人光星学院施設等の貸与に関する規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

39 八戸学院短期大学附属３幼稚園修学奨励生規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

40 八戸学院大学・八戸学院短期大学図書館規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 
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41 
八戸学院大学・八戸学院短期大学地域連携研究センタ

ー規程 
 ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

42 学校法人光星学院職員定年等規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

43 
八戸学院大学・八戸学院短期大学客員教授・客員研究

員規程 

 
○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

44 八戸学院大学・八戸学院短期大学特任教員規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

45 
八戸学院大学・八戸学院短期大学任期付教育職員任用

規程 

 
○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

46 八戸学院大学教員採用・昇任規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

47 八戸学院短期大学教員採用・任用規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

48 八戸学院大学・八戸学院短期大学学長選考規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

49 
八戸学院大学・八戸学院短期大学学部（学科）長選考

規程 

 
○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

50 
八戸学院大学・八戸学院短期大学名誉教授称号授与規

程 

 
○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

51 八戸学院大学名誉学長規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

52 八戸学院短期大学名誉学長規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

53 八戸学院短期大学附属３幼稚園園長選考規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

54 学校法人光星学院情報公開規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

55 学校法人光星学院学校徴収金等取扱要綱  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

56 
学校法人光星学院イノベーションプログラム（基金）

研究等補助金交付申請に係る公募要項 

 
○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

57 八戸学院大学・八戸学院短期大学学費納付規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

58 
八戸学院大学・八戸学院短期大学における修業年限を

超えて在学する者の学費納入規程 
 ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

59 
八戸学院大学・八戸学院短期大学再入学者および復籍

者に関する納入金等に関する規程 

 
○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

60 
八戸学院短期大学附属３幼稚園における預かり保育

料取扱要項 

 
○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

61 学校法人光星学院育英・奨学規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

62 八戸学院大学・八戸学院短期大学部活動奨励金規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

63 学校法人光星学院人事委員会規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

64 
学校法人光星学院イノベーションプログラム（基金）

運営委員会規程 

 
○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

65 学校法人光星学院キャンパス整備委員会規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

66 学校法人光星学院母性健康管理規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

67 学校法人光星学院高等学校教員人事考課規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

68 学校法人光星学院事務職員人事考課規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

69 学校法人光星学院一般職員研修規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

70 学校法人光星学院早期退職規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

71 学校法人光星学院一般職員採用・昇任規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

72 学校法人光星学院パートタイマー規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

73 学校法人光星学院公益通報に関する規程  ○  29. 2.10 ―― 29. 4. 1 

74 学校法人光星学院教職員子女学納金減免規程  ○  29. 2.10 29. 2.24 29. 4. 1 

75 学校法人光星学院寄附行為  ○  29. 2.15 29. 2.24 29. 4. 1 

76 
学校法人光星学院初任給、昇給、昇格等に関する施行

細則 

 ○  29. 3.10 29. 3.24 29. 4. 1 
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9．情報教育環境整備の推進 

 当法人の情報教育環境の前提となる情報システム環境の整備は、2 年前に地域連携研究センター

の所管から分離され、現在は情報システム委員会並びに学務部情報メディア課情報システム担当に

よって担われている。その具体的な分掌は、平成 28 年度計画として掲げた課題、即ち、①基幹業

務システムの運用、②ネットワークシステムの運用、③利用者環境整備、④情報系システムの運用、

⑤情報システムに係る組織体制再編の構想、⑥将来的に考え得る新規案件の構想、である。各項目

の観点を踏まえ平成28年度末時点での情報システム環境の状況については、以下のとおりである。 

 

 (1) 情報システムに係る物理的環境整備 

 平成 24年より 5年間に渡って取り組んできた情報システムに係る物理的環境の全面的な見直し

は、データセンター内のネットワーク機器設定の最適化のための微調整は今後も続くものの、一応

の完成をみた。以降、大きな新規システムの導入が実施されない限り、既存システムに係る運用・

保守の局面となる。今後は、業務システムによって蓄積されるデータの量やネットワークの帯域需

要の状況を継続的に観察しながら、仮想サーバのディスク容量を増加させ通信回線の帯域幅を拡げ

ることを適宜行っていくこととする。 

 

 (2) 情報システム環境の利活用促進 

 組織内ユーザがシステム環境を最大限活用し生産性の向上を克ちとることができるように、昨年

度からの懸案である組織内 IT リテラシ向上に資する取り組みがますます重要になっている。しか

しながら、とりわけグループウェアをはじめとする情報系システムを如何に利活用するかについて

は、組織の生産性および組織力の向上に直接的に関係してくるものの、十分に取り組むことができ

ていない。このことは、情報システム部門の専任スタッフが 1名であるという制約のため取り組み

には限界があることに起因しているが、引き続き人材確保を含め、制約の中で現体制でできること

を少しずつでも行っていくこととしている。 

 

 (3) 情報セキュリティに係る課題 

 昨今の情報セキュリティ状況悪化の深刻さの影響を徐々に受けつつある。平成 28 年度中には、

ランサムウェア感染によるデータ消失、個人SNSアカウントの乗っ取りなどの被害を受けている。

さらには認知されていないだけで、潜在的にはもっと被害を受けているのかもしれない。 

 これまで情報セキュリティの向上に関しては、専ら物理的環境の観点からの対策等を実施してき

た。しかしながら、リテラシ・組織・危機管理等の観点では後手にまわっていて、十分なことがで

きていなかった。他方で、文部科学省からは、学校法人における情報セキュリティ対策の強化を求

める通知があり、近い将来そのことを認証評価の項目に盛り込むことなどが予告されている。 

 これらのことは、情報システム委員会だけでは対応の範疇を超えるものであり、全学体制での対

応をしていく必要がある。しかしながら、現在、当法人には文部科学省が求めるような明確に位置

付けられた情報システム担当理事や情報セキュリティ担当理事は不在である。つまり、情報セキュ

リティに係るインシデントが発生した場合の明示的な体制（即応的な危機管理体制）も曖昧なまま

といえる。従って、今後は、情報システム上のセキュリティに係る物理的環境の一層の強化に取り

組むことは勿論のこととして、委員会としても出来るだけ組織的環境・体制の整備にも力を入れて

取り組むことを最優先課題として取り組む必要があるものと認識した。 

 

 

10．創立 60 周年記念事業の推進 

   平成29年度に当学院の創立60周年記念行事を行うことを決定し、その準備作業を行うための「学

校法人光星学院 60周年記念行事協賛会」の組織と協力して、60周年にあたっての今後の活動のさ

らなる活性化を期すとと同時に、慶祝の意を地域と共有する機会としての行事等の企画にあたった。 

   行事として、「記念式典」、「祝賀会」、「記念モニュメント」制作、「記念ミュージカル公演」等を

企画して、その準備を行ってきた。平成 29年度の実施の年に向けて、順調に推移した。 
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Ⅲ.財務の概要 

1．資金収支計算書 

 

                                  （単位：千円 未満切捨て） 

収入の部 
 

支出の部 

科  目 決算額 科 目 決算額 

学生生徒等納付金収入 1,868,205 人件費支出 1,799,994 

手数料収入 33,475 教育研究経費支出 751,397 

寄付金収入 120,141 管理経費 364,785 

補助金収入 835,259 借入金等利息支出 10,396 

資産売却収入 7,716 借入金等返済支出 105,100 

付随事業・収益事業収入 227,997 施設関係支出 33,880 

受取利息・配当金収入 281 設備関係支出 72,500 

雑収入 182,538   

借入金等収入 0   

前受金収入 340,713 資産運用支出 15 

その他の収入 780,182 その他の支出 981,221 

内部資金収入 0 内部資金支出 0 

資金収入調整勘定 △391,250 資金支出調整勘定 △185,743 

前年度繰越支払資金 1,322,508 翌年度繰越支払資金 1,394,222 

    

収入の部 合 計 5,327,765 支出の部 合 計 5,327,765 

     ※各表とも金額については、千円単位で切捨てたものであり、合計額と必ずしも一致しない場合がある。 

 

 1) 資金収入 

   主要な資金収入科目は、学生生徒等納付金であり、その金額は約 18億 6,800万円（学費の納入

対象の在籍人数は、大学・短大・高校・幼稚園等法人合計で 2,669名）となっている。 

   入学者数が減少しており、収入に見合った支出で運営するという基本姿勢と、入学・入園者数の

確保と、特待生制度の在り方検討を含め、収入維持を図ることとしている。 

 

 2） 資金支出 

   主要な資金支出科目は、人件費である。 

   資金支出には、教育研究活動およびその他活動に対する支出が人件費に次ぎ、その他、借入金返

済支出、施設設備関係支出、特定預金への積立などの資産運用支出を含んでいる。 

   教育研究経費支出には、各学校の教育研究に必要な消耗品費、教材費、研究費、光熱水費、クラ

ブ活動補助費、支払手数料等がその主な内容であり、約 7億 5千万円であった。 

   また、管理経費支出は、学生募集費、法人を含む事務部門の運営に必要な諸経費等のほか、スク

ールバス、学生寮等に係る費用が含まれている。 
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2．事業活動収支計算書 

 

 

             （単位：千円 未満切捨て） 

科 目 決算額 

教育活動収入計 3,261,712 

学生生徒等納付金 1,868,205 

手数料 33,475 

寄付金 117,339 

経常費等補助金 833,329 

付随事業収入 227,997 

雑収入 181,367 

教育活動支出計 3,349,166 

人件費 1,813,741 

 教育研究経費 1,119,858 

 管理経費 410,264 

 徴収不能額等 5,303 

教育活動収支差額 △87,455 

教育活動外収入計 281 

教育活動外支出計 10,396 

教育活動外収支差額 △10,115 

経常収支差額 △97,570 

特別収入計 21,464 

特別支出計 18,897 

特別収支差額 2,567 

基本金組入前当年度収支差額 △95,003 

基本金繰入額合計 △222,610 

当年度収支差額 △317,612 

前年度繰越収支差額 △6,755,271 

基本金 取崩額 56,270 

翌年度繰越収支差額 △7,016,613 

（参考）  

事業活動収入計 3,283,457 

事業活動支出計 3,378,460 

     ※千円単位で切捨てたものであり、合計額と必ずしも一致しない場合がある。 

 

⑥ 基本金 

 基本金は、教育研究を続け、その質を維持し向上を図るための環境整備の役割を持っており、

具体的には設備投資や借入金返済等のことで、平成 28年度は 222,610千円。 

 基本金取崩額は、廃棄処分した備品等の当初購入額や建物等を基本金から取り崩すもので、平

成 28年度はパソコン等の廃棄処分等により、56,270千円を計上した。 

 

 

 

 

 

⑤基本金組入前当年度収支差額 

 全体の収入額と全体の支出額との差額

のことで、平成 28年度は 95,003千円

のマイナス計上となった。 

 

④特別収支 

 施設設備補助金や資産処分差額などの

一時的に発生した臨時的な収支のこと

で、平成 28 年度は多額の現物寄附が

あり、差額は 2,567千円。 

 

 

①教育活動収支 

 学生生徒等納付金、人件費、教育研究

経費等、本業の教育活動における経常

的な収支を表している。 

 平成 28 年度の教育活動収支差額は、

87,455千円のマイナス計上である。 

②教育活動外収支 

 教育活動収支に計上されない受取利

息・配当金や借入金等利息のような財

務的な活動でかつ経常的なものを教育

活動外収支に表している。 

 平成 28年度の教育活動外収支差額は、

△10,115千円となった。 

③経常収支差額 

 前項①と②の合計が経常収支差額であ

り、平成 28年度は△97,570千円であ

る。 
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3．貸借対照表 

 

   【資産の部】                        （単位：千円 未満切捨て） 

科  目 本年度末 前年度末 増  減 

固定資産 8,610,206 8,929,030 △318,823 

流動資産 1,433,317 1,391,720 41,597 

資産の部合計 10,043,523 10,320,749 △277,226 

 

   【負債の部】                        （単位：千円 未満切捨て） 

科  目 本年度末 前年度末 増  減 

固定負債 1,435,185 1,545,598 △110,413 

流動負債 712,367 784,177 △71,811 

負債の部合計 2,147,552 2,329,775 △182,223 

 

   【純資産の部】                       （単位：千円 未満切捨て） 

科  目 本年度末 前年度末 増  減 

基本金 14,912,585 14,746,246 166,339 

第１号 基本金 14,174,585 14,008,246 166,339 

第２号 基本金 0 0 0 

第３号 基本金 500,000 500,000 0 

第４号 基本金 238,000 238,000 0 

繰越収支差額 △7,016,613 △6,755,271 △261,342 

純資産の部合計 7,895,972 7,990,974 △95,003 

負債及び純資産の部合計 10,043,523 10,320,749 △277,226 

     ※各表とも金額については、千円単位で切捨てたものであり、表中の増減、合計額と必ずしも一致しない場合がある。 

     

固定資産は、有形固定資産が土地約 11億 4,400万円、建物約 56億 400万円を含む約 86

億 1,000万円、特定資産 5億円、その他の固定資産は約 7,100万円である。流動資産の総額

は約 14億 3,300万円で、そのうち約 13億 9,400万円が現金預金となっている。 

 負債は固定負債と流動負債に分れるが、固定負債は約 14億 3,500万円、八戸学院短期大学

附属幼稚園園舎建設、光星高等学校校舎等リニューアルに係る借入金のほか、退職給与引当金

および割賦購入未払金等となっている。流動負債は約 7億 1,200万円、うち短期借入金約１億

500万円は返済期限が 1年以内の長期借入を振り替えたもの。前受金約 3億 4,000万円は平

成 29年度入学生の入学金や授業料等の平成 28年度入金分で、平成 29年度に教育活動収入等

へ振り替るものである。 

 

4．財務指標の推移 

    

【消費収支関係財務比率】                 （小数点２位以下切捨て） 

区分 26年度 27年度 28年度 

人件費比率 53.7% 54.3% 55.6% 

教育研究経費比率 33.0% 33.1% 34.3% 

管理経費比率 12.8% 12.2% 12.6% 

借入金等利息比率 0.8% 2.0% 0.3% 

学生生徒等納付金比率 56.3% 57.1％ 57.3％ 

補助金比率 25.2% 26.5% 25.4% 

    （注）上記の指標は、分母が平成 26年度は帰属収入計、平成 27,28年度は教育活動収入計＋教育活動外 

収入を分母として算出している。 

たとえば、平成 28年度人件費比率は人件費÷（教育活動収入計＋教育活動外収入）となる。 

ただし、平成 28年度補助金比率の分母は事業活動収入（帰属収入と同じ）である。 
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Ⅳ. 当面の課題 

     

   

1．新立体的学園構想の推進 

2．国際化の推進 

3．法人内教育機関の連携強化 

4．施設設備の整備促進 

5．財政基盤の強化と健全化 

6．業務改善への継続的な取組み 


